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規制に関する表明

DOC ( カナダ ) 本デジタル装置は、 『Radio Interference Regulations of the Canadian 
Department of Communications』 に記載されたデジタル装置の無線雑音に

対するクラス A の制限を超過しません。

通信ネッ トワークに
関する表明

本装置の VideoNet ポートでは、 公共通信ネッ トワークに接続することは想定

されていません。 欧州共同体加盟国の公共通信ネッ トワークに本装置を接続し

た場合、 その適合性の相互認識を含めて、 通信端末設備に関する加盟国の法律

の擦り合わせにより指令 91/263/EEC を履行する国家法に違反します。
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関連ドキュメン ト • リ リース ノート  - 本ユーザー マニュアルに記載されていな

い新しいバージ ョ ンのプリンタ組み込みソフ トウェア、
その他の新しい情報について記述しています。

• 化学物質安全性データシート  - プリンタで使用されている

インクおよびプリン トヘッ ド  フラ ッシュの安全な取り扱い

に関する情報です。

HP ソフ トウェア RIP を使用している場合 :

• HP ソフ トウェア RIP ユーザー ガイ ド  - RIP を使用する方

法を記載しています。

• 印刷ツール ユーザー ガイド  - オペレーティング システムに

プリンタを追加する方法、 およびユーティ リテ ィ  ソフ ト

ウェアを使用する方法について記載しています。

本プリンタ とサードパーティー製 RIP の併用については、

各 RIP に付属するドキュ メン ト を参照して ください。
iv 関連ドキュ メン ト
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11 章

はじめに
この章では、 本プリンタの使用を始める手順を説明します。 この章には、
次のトピックが含まれます。

• 動作要件 (1-2 ページ )

• 重要な運用上の注意 (1-9 ページ )

• ワークフローの概要 (1-12 ページ )

• クイック  ツアー (1-14 ページ )

• 特別な機能 (1-17 ページ )
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動作要件 梱包を開封する前に、 プリンタの位置を選択して ください。
次の要件に注意して ください。

電気的要件 • 付属の電源コードを使用して ください。 接地された電源コ
ンセン トに直接接続して く ださい。 延長コードにより電源
コードを延長しないで ください。 結果として生じる電圧の
低下によりプリンタが破損する恐れがあります。

• ライン電圧が要件を満たすことを確認して ください。 詳細
については、 付録 A, 技術仕様を参照して ください。

• 本プリンタの電源の供給が停止した場合、 または予期しな
い停電が発生した場合、 プリン トヘッ ドに対する吸引処理
を維持するために、 補助 24 ボルト電源 ( アクセサリ  キッ ト

に汎用電源アダプタとともに含まれています ) を使用します。

吸引 / 空圧アセンブリの 24 V( 直流 ) ジャ ックを次の 2 つの

オプシ ョ ンのいずれかに接続します。

• 1. UPS - お客様が準備する無停電電源 ( 出力 100 ～

240 VAC、 50/60 Hz、 最小 15 ワッ ト ) により、 停電時に

吸引システムに対するバッテリ  バックアップ機能を提供

します。

• 2. 壁コンセン ト  - 100 ～ 240 VAC (50/60 Hz)。 サービス

のために本プリンタの電源を切る必要がある場合に、
吸引システムに一時的な電源を提供します。 詳細につい
ては、 付録 A, 技術仕様を参照して ください。

• 本プリンタは独自の電気回路に接続して ください。 RIP、
補助電源、 UPS は、 プリンタ と同じ回路に接続しないで

ください。
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環境的要件 • 指定範囲内の温度および相対湿度で、 室内が有効に換気され
ていることを確認します (A-2 ページの「 仕様」 を参照してく

ださい )。 最適な印刷は、 指定の温湿度範囲内で行われます。

• 硬化ランプにより放射された高出力 UV 光は酸素に反応して

オゾンを生成します。 この生成量は、 ランプ着光時に最も
大き く なる傾向があります。 本プリンタは、 頭痛、 疲労感、
上気道の乾きなど、 身体に対する軽度の影響を避けるため
に、 良く換気された場所で運用して ください。 通常の気流
により、 オゾンは新鮮な空気に混ざり、 酸素に戻ります。

• 本プリンタと同様の温湿度状態にある場所にメディアとイ
ンクを保管して く ださい。

• 本プリンタは、 付属のケーブルでプリン ト  サーバー (RIP) 
に接続できる場所に配置して ください。 オプシ ョ ンで、
RIP を実行するコンピュータをプリンタ  スタンドの収納

スペースに置く ことができます。

• 本プリンタは、 平らで水平な床に配置して ください。

• 本プリンタは、 通常の動作音により静かな職場の邪魔にな
らない場所に配置して ください。

• 本プリンタの近くに給湿機、 冷蔵庫、 送風機、 水栓、
ヒーターなどの機器を設置しないで ください。

• 空調装置の近く、 直射日光の当たる場所、 開いたドアや窓
の近く など、 急激な温度変化のある場所にプリンタを設置
しないで ください。

• 本プリンタは、 火炎やほこりにさらされないようにして く
ださい。
動作要件 1-3



RIP の接続 本プリンタは、 HP 製またはサード  パーティー メーカー製のい

ずれかのラスタ  イメージ プロセッサ (RIP) から印刷ジ ョブを受

信します。

HP Software RIP に本プリンタを接続するための詳細な手順に

ついては、 HP Software RIP のユーザー ガイドを参照して

ください。

サード  パーティー製 RIP にプリンタを接続するには、 次の手

順に従います。

手順 1: VideoNet
カードおよびケーブ

ルの取り付け

1. RIP を実行するために使用するコンピュータの電源

をオフにします。

2. 使用可能な PCI 拡張スロッ トに、 VideoNet プリンタ  
インターフェイス カードを取り付けます。

3. インターフェイス カードにプリンタを接続します。

4. ユーザー ワークステーシ ョ ンを  RIP に接続します。

ローカル エリア ネッ トワークまたは単一のケーブルを

直接使用して、 ワークステーシ ョ ンを RIP に接続します。

• ネッ トワーク  ハブによりプリン ト  サーバーに接続する

ために、 標準のスト レート  スルー カテゴリ  5、
10/100 Base-T ケーブルを使用します。

ネッ ト
ワーク

ハブ

カテゴリ  5 スト レート  スルー ケーブル 

カテゴリ  5 クロスオーバー 

ユーザー
ワーク

ステー
シ ョ ン

RIP

ケーブル (VideoNet)

プリンタ
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5. ネッ トワークを使用しないで RIP に単一のワークステー

シ ョ ンを接続する場合は、 カテゴリ  5、 VideoNet ケーブル 
( 部品番号 0502323) などの 10/100Base-T クロスオーバー 
ケーブルを使用します。

6. コンピュータの電源をオンにします。

Windows が起動すると、 新しいインターフェイス カードが

検出され、 ド ライバ ソフト ウェ アがインスト ールされます。

手順 2: VideoNet プロ ト コ

ルのインストール

VideoNet ネッ トワーク  プロ ト コルは、 プリンタとの通信で使

用されます。 この手順では、 Microsoft Windows XP 管理機能

について知識があることを前提としています。 必要に応じて、
ネッ トワーク管理者またはコンピュータ管理者、 あるいはサ
ポートまでお問い合わせください。

注意 VideoNet プロ ト コルは、 Novell NetWare に対して
互換性を持ちません。 Novell NetWare を使用して
いる場合、 VideoNet はインストールされません。

1. ローカル エリア接続のアイコンを表示します。

Windows の [ スタート ] メ ニューで、 [ コント ロール パネル ] 
をクリ ッ クします。 コン ト ロール パネルから、 [ ネッ ト

ワークとインターネッ ト接続 ] をクリ ッ クします。 [ ネッ ト

ワークとインターネッ ト接続 ] から、 [ ネッ トワーク接続 ] 
をクリ ッ クします。

カテゴリ  5 クロスオーバー ケーブル (VideoNet)

ユーザー
ワーク

ステー
シ ョ ン

RIP プリンタ
RIP の接続 1-5



オフ ィス LAN を表すアイコンと  VideoNet 接続を表すアイ

コンの 2 つのアイコンが表示されます。

アイコンがどの接続を表しているか特定することが困難な
場合があります。 これを特定する 1 つの方法は、 VideoNet 
ケーブルを外した後、 赤い 「X」 が表示されるアイコンを

確認することです ( 次の図を参照して ください )。

2. 将来の混乱を避けるために、 ローカルエリア接続のアイコ
ン名を 「LAN」 および 「VideoNet」 に変更します。

3. VideoNet アイコンを右クリ ックします。

4. [ プロパティ ] をクリ ッ クします。

5. [ インストール ] ボタンをクリ ッ クします。

6. [ プロ ト コル ] を選択します。

7. [ 追加 ] ボタンをクリ ッ クします。

8. [ ハードディスク ] をクリ ッ クします。

9. [ 参照 ] をクリ ッ クします。

図 1-1. VideoNet 接続の識別

切断したケーブルは赤い「X」により示されます
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10. DVD の VideoNet フォルダを参照します

( 例 : D:\Videonet\Windows XP)。

これにより、 [ ファイル名 ] フ ィールドに videonet.inf とい

う名前のファイルが表示されます。

11. [ 開く ] を選択します。

[Install from disk] ( ディスクからインス トール ) ダイアロ

グ ボックスが再表示されます。

12. [OK] をクリ ッ クします。

ウィ ンドウが開き、 VideoNet ド ライバがリス トに示さ

れます。

13. VideoNet ド ライバを反転し、 [OK] をクリ ッ クします。

VideoNet プロ ト コルがインストールされます。 インス トー

ルが完了した後、 選択したカードのネッ トワーク  プロパ

ティが表示されます。

注意 Windows で「The software you are installing for this 
hardware has not passed Windows Logo testing to 
verify its compatibility with Windows」 ( このハード
ウェアのためにインストール中のソフ トウェアは、
Windows に対する互換性を検証するための
Windows ロゴ テストに合格していません ) とい
う メ ッセージが表示されたら、 [Continue Anyway] 
( 続行 ) ボタンをクリ ッ クします。 このソフ トウ
ェアは、 サポート されたすべての Windows オペ
レーテ ィング システムに対して徹底的にテスト
されています。

14. オフ ィス ネッ トワーク  カードからプロ ト コルのバインドを

解除します。

チェ ック  ボックスを 1 回クリ ックすると、 このカードに対

する VideoNet プロ ト コルのチェ ックがオフになります。

このタブの識別情報により 、 VideoNet カード 設定ではなく 、

オフ ィス LAN 設定を指定していることを確認します。
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15. [OK] をクリ ッ クし、 ウィ ンドウを閉じます。

16. VideoNet 接続アイコンを右クリ ックし、 [ プロパティ ] を
クリ ックします。

17. このウィンドウには、 VideoNet カードに現在割り当てられ

ているすべてのサービスおよびプロ ト コルが表示されます。

18. VideoNet 以外のすべてのプロ ト コルについて、 対応する

チェ ック  ボックスをクリ ッ クしてオフにします。

手順 3: RIP ソフ トウェア

のインストール

19. 付属のドキュメン トに従って RIP ソフ トウェアをインス

トールおよび設定します。
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重要な運用上の注意 • UV 硬化インクは容易に腐敗します。 幅広印

刷で使用される他のインクとは異なり、 UV 硬化

インクの保管寿命は制限されています。 インクの
在庫を回転させ、 インク箱に印刷された日付まで
に速やかに使用する計画を立てて ください。

• プリンタの電源をオフにしないで ください。 印刷時にプリン

トヘッ ドからインクが浮き上がることを避けるために、
プリン トヘッ ドで一定の吸引処理が必要になります。

注意 UV ランプのスイッチをオフにすると、 管理された
冷却サイクルが実行されます。 電源コードの取り
外しや停電など、 高温ランプの電源が突然切断し
た場合、 過熱および恒久的な破損が生じる恐れが
あります。 ランプのスイッチは、 プリンタ  ソフ ト
ウェアによってのみ切断して ください。

• メディア供給では、 印刷面外側または印刷面内側の巻き方
向が可能です。

• デフォルトのヘッ ド高は、 メディアの上側 2.2 mm
(0.085 インチ ) に設定されています ( カート リ ッジ下の

領域は、 カート リ ッジ外側のプリン トヘッ ド保護フレーム
により  1.778 mm (0.070 インチ ) に設定されます )。

• メディア ウィザードでは、 事前定義およびユーザー定義さ

れたメディア タイプに対する動作パラメータ  セッ トが保存

されます。 新しいメディア タイプをロードする場合は、 既

存のメディア ウィザード  セッ ト を選択するか、 またはカス

タム セッ ト を作成します。 メディア ウィザード  パラメータ  
セッ トは、 コン ト ロール パネルからいつでも選択できます

( 詳細については、 2-10 ページの 「メディア ウィザード」

を参照して ください )。

• 長期間の無人印刷を行う場合、 [AutoTune] ( 自動調整 ) 
を有効にします。 AutoTune では、 ユーザー定義の間隔で 
AutoJet を実行することにより、 動作していないノズルが

存在すれば、 それを動作するノズルと置き換えます ( 手順に

ついては、 4-4 ページの「 AutoTune」 を参照してく ださい )。

• 印刷後に指紋が現れることを避けるために、 メディアの
ロード時には綿の手袋を着用して ください。
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• メディア ロールを直立して置いたり、 保管したり しないで

ください。 印刷中に、 プリン トヘッ ドに接触するしわが
ロールの端に生じる恐れがあります。

• 完全に硬化していない出力に対して再印刷は行わないで く
ださい。 湿性のインクにより、 ゴム ピンチローラーが損傷

を受ける可能性があります。 インクがピンチローラーに付
着したときは、 最小限のイソプロピル アルコールで清掃し、

印刷を行う前に完全に乾燥させます。

• 電源コードやプリンタ  ケーブルに重い物を乗せないで くだ

さい。 また、 ケーブルを曲げたり、 無理に不自然な形状に
しないで ください。

• プリンタに重い物を乗せないで ください。

安全性に関する警告 • UV 光 - 紫外線 (UV) 硬化ランプは高出力 UV 光を放射しま

す。 オペレータの目および皮膚を障害から保護するために、
すべての安全シールドを設置したうえで本プリンタを運用
する必要があります。 メーカーの手順に従って操作すれば、
保護メガネまたは他の保護服は必要ありません。

• 機械的な危険 - カート リ ッジおよびメディア パスに指を近

づけないで ください。 ラベルに記載されている入力テーブ
ルまたは出力テーブルの最大荷重を超過しないで ください。

• インク  - インクの化学物質安全性データシート  (MSDS ：

Material Safety Data Sheet) に記載されている安全性のガイ

ド ラインを確認してそれを習慣づけます。 また、 実勢法の
定めに従って、 作業区域に MSDS を常備します。 皮膚と目

へのあらゆる接触を回避して ください。 局所的および全体
的な排気を十分に行います。 蒸気を吸い込まないようにし
て く ださい。 過剰な空気汚染が生じる例外的な状況下で、
呼吸用防護具が必要になる場合があります。 どの含有物質
についても、 OSHA、 NIOSH、 または ACGIH に関する暴露

基準は確立されていません。
1-10 重要な運用上の注意



• 電気的な危険 - 電源スイッチがオフの位置にあっても、 プリ

ンタ  コンポーネン トに依然として電源が提供されている場

合があります。 プリンタの電源を完全に遮断するには、 電
源コンセント から電源コード のプラグを抜く 必要があります。

• オゾン - 硬化ランプにより放射された高出力 UV 光は酸素に

反応してオゾンを生成します。 この生成量は、 ランプ着光
時に最も大き く なる傾向があります。 本プリンタは、 頭痛、
疲労感、 上気道の乾きなど、 身体に対する軽度の影響を避
けるために、 良く換気された場所で運用して ください。 通
常の気流により、 オゾンは新鮮な空気に混ざり、 酸素に戻
ります。

• 危険物の廃棄 - 本プリンタの回路アセンブリにはリチウム

電池装置が含まれています。 バッテリを不適切に交換した
場合、 爆発の危険があります。 バッテリの交換は、 許可さ
れたサービス プロバイダのみが実施する必要があります。

また、 交換品は同じか同等のタイプであることが必要です。
このリチウム電池装置は、 地域、 州 ( または県 )、 および

連邦 ( または国 ) の固形廃棄物の要件に従って廃棄して

ください。
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ワークフローの概要 本書では、 本プリンタを HP RIP に接続した場合に、 一般的な

印刷ジ ョブがクライアン トワーク  ステーシ ョ ンからプリンタに

送られるし くみについて説明します。 非 HP RIP を使用する場

合は、 それに付属するドキュ メン ト を参照して ください。

1. オペレータは、 クライアン ト  ワークステーシ ョ ンから印刷

するファイルを送信します。

2. 印刷ジ ョブは、 プリン ト  サーバーにより受信されます。

印刷ジ ョブがプリン ト  サーバーに到達すると、 優先度の再

設定、 他のジ ョブとの組み合わせ、 再ルーティング、 その
他の処理が行われる場合があります。 手順については、
プリン ト  サーバーのオンライン ヘルプまたはマニュ

アルを参照して ください。

3. プリン ト  サーバー RIP ジ ョブ。

ラスタ  イメージ処理 (RIP: Raster Image Processing) プロ

セスでは、 印刷ジ ョ ブを構成する PostScript 言語データを

プリンタにより要求されるデータに変換します。

4. このサーバーは、 イメージを印刷するためにプリンタに送
信します。

ほとんどの場合、 夜間の間プリンタがアイ ドルであった後
でも、 プリンタの自動ノズル保守機能により手動によるノ
ズル回復処理は不要です。 印刷出力で帯状のノイズに気づ
いた場合、 ノズルの目詰まりが発生しているか、 または較
正が必要なことがあります。 2-27 ページの 「ノズルの健全

性のチェ ック」 を参照して ください。
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日常的なシャッ トダウンは
避ける

プリンタの電源をオフにしないで ください。 プリン トヘッ ドに
対する吸引処理を維持し、 インクの漏出を避けるために、 電源
をオンにしてお く ことが必要です。 プリンタの電源が不意に切
断した場合、 プリン トヘッ ドの吸引処理が停止し、 プリン ト
ヘッ ドからインクが漏れます。 インク喪失量の上限は、 プリン
トヘッ ドにまだ汲み込まれていないインク供給ボックス内のイ
ンク量ではな く、 現在のプリン トヘッ ド内のインク量です。

プリンタの電源がオフである場合、 自動ヘッ ド保守機能は動作
できないので、 可能な限りプリンタの電源を常にオンのままに
しておきます。 自動ヘッ ド保守機能が長期間実行されない場
合、 プリン ト  ヘッ ドを作動状態に回復するために手動による

パージ処理が必要になることがあります。

吸引 / 空圧システム用の付属補助電源の使用については、

A-4 ページを参照して ください。

プリンタがユーザー定義の期間アイ ドルである場合、 自動的に
スリープ モードに入ります ( 詳細については 3-6 ページを参照

して ください )。
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クイック  ツアー

図 1-2. プリンタの主要な部品
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1. UV シールド  アクセス カバー

2. タ ッチ スクリーン コン ト ロール パネル

3. 統合出力テーブル

4. 出力メディア フェンス

5. 電子ボックス ( エンクロージャ内 )

6. インク供給ボックス

7. プロファイラ  ド ッキング ステーシ ョ ン

8. メディア ロード  ( ピンチ ローラー下降 )/ ロード解除

( ピンチローラー上昇 ) スイッチ

9. メディア送り前進 / 後退スイッチ

10. 固定入力メディア フェンス

11. 排気ファン

12. サービス ステーシ ョ ン ( エンクロージャ内 )

13. 調整入力メディア フェンス

14. オプシ ョ ンの RIP 設置用シェルフ

15. プリン トヘッ ド保守吸引 ( エンクロージャ内 )

16. 統合入力テーブル

17. 電源口

18. VideoNet ポート

19. オプシ ョ ンのフッ ト  スイッチ用ポート

20. 電源オン / 電源スタンバイ  スイッチ

21. 吸引 / 空圧システム補助電源口
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図 1-3. [ フロン ト  ページ ] 画面

1. メディア情報

2. プリンタ  ステータス

3. インク  レベル

4. UV ランプ ステータス ([L]= 左側、 [R]= 右側 )

5. メディア存在インジケータ

6. カバー ステータス ( 開閉 )

7. 言語選択 ( インストールされている場合 )

8. ノズル チェ ック  パターンの印刷

9. プリン トヘッ ドのパージ

10. 印刷モード

11. 較正

12. 設定

13. ツール

14. メディアの前方 / 後方への移動

15. オンライン / オフラインの切り替えスイッチ 

16. スリープ / ウェイク  スイッチ

17. ブラシの向こ うにメディアを送る

18. 新しいメディアのロード / メディアの再ロード  
(メディ アがロード されていない場合表示される )

19. ロード解除 ( メディアがロード されている

場合表示される )

20. 注意メ ッセージ
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特別な機能

プリン トヘッ ド • プリン トヘッ ド  - 可変ドロップ サイズ、 圧電式プリン ト

ヘッ ド、 1 ヘッ ドあたり  192 ノズル。

インク  システム • オフヘッ ド  システム (OHS) - 統合フ ィルタを備える 1 リ ッ

トル バルク  インク  ボックス。 非ド リ ップ型クイック  コネ

クタにより、 インク  ボックスの交換が容易になっています。

• オンボード吸引 / 空圧 (VP) システム - プリン トヘッ ド圧を

負に維持するための吸引処理を行い、 プリン トヘッ ドまた
はインク  チューブをプリンタから取り外すことな くパージ

するための空圧を提供します。

• 特許出願中の自動プリン トヘッ ド  サービス ステーシ ョ ン - 
アイ ドル時または稼動中にオペレータによる介入な く、
プリン トヘッ ドの健全性を十分に維持します。

メディアの取り扱い • 統合メディア ローラー テーブル - 前後の統合ローラー テー

ブルは、 折り曲げた場合は硬質メディア シート をフ ィード

し、 下げた場合はロールフ ィード  メディアを供給します。

このテーブルは、外側に 91.4 ～ 152.4 cm (36 ～ 60 インチ ) 
拡張し、 最大で 244 cm (96 インチ ) の長さのボードに対応

します。

• 自動ヘッ ド高 - 自動ヘッ ド高調整機能と特許出願中の

シャッ ター付き UV ランプにより、 本プリンタでは厚さ

最大 25 mm (1.0 インチ ) の硬質シート フ ィード  
メディアに対応できます。

• 自動メディア幅センサ - イ メージを正確に配置するために、

ロード済みメディアの幅および位置を自動的に検出します。

• 内蔵の静電気除去機能 - イオン化バーが合成メディアから静

的電荷を放散させます。
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• AutoEdge - 先端を検出することにより、 硬質シートの

ロードを自動的に支援します。

• ロールフ ィード  メディア供給 - 3 インチ コアで最大幅 
137.2 cm (54 インチ ) のロールフ ィード  メディアを受け

入れます。

• ロールフ ィード  メディア端ホルダ - 一体型のクリ ップにより、

ロールフ ィードのメディアの端を押し付け、 巻き上がりを
防ぎます。

• 高度なピンチ ローラー設計 - 成型されたピンチ ローラーは、

メディアのゆがみを防ぐために自動調整されます。 個別の
ピンチ ローラーをスナップアップし、 メディアの端に干渉

しないようにわきによけることができます。

• 調整可能なメディア フェンス - メディア フ ィードの直線性

を維持し、 ゆがみの発生を防止します。

較正 Advanced Automation Eye では、( サポート された RIP により ) 
プリン トヘッ ドの配置、 喪失したノズルの検出と代替、 出力の
線形化、 メディアの色プロファイルの設定を行うために、 高分
解能イメージ センサ、 フォ トダイオード、 および組み込みソフ

トウェアを使用します。

• AutoSetTM  較正 - インクジェ ッ ト  ピクセルの正確な位置決

めのために高分解能デジタル イメージ センサを使用してプ

リン トヘッ ドを双方向に自動的に配置し、 AutoJet を実行し

ます。

• AutoJetTM 較正 - 喪失したノズルまたは発射しないノズルを

検出し、 代替ノズルを使用することにより、 印刷速度を低
下させることな く こ う したノイズを補います。

• AutoTuneTM スケジュール - 無人印刷中に、 最高品質を得る

ためにユーザー定義の間隔で AutoJet を実行します。 オプ

シ ョ ンで、 代替されていない非動作ノズルが検出された
場合、 問題が解消されるまで印刷を停止できます。

• 自動色較正 - ( プリン ト  サーバーまたは RIP のサポートに

より ) 濃度範囲全体で出力を線形化するために、オンボード  
フォ トダイオードを使用します。

• 色プロファイル - RIP のサポートによりサード  パーティー

製メディア用のカスタム ColorMark® 色プロファイルおよび 
ICC 色プロファイルを作成するために、 オンボード  フォ ト

ダイオードを使用できます。
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パフォーマンスと
使いやすさ

• メディア ウィザード  - 最適な印刷パフォーマンスを得るた

めに、 メディア タイプおよび印刷モードごとに 1 セッ トの

動作パラメータの保存および呼び出しを行います。 標準メ
ディアに対して事前に定義された 1 セッ トの設定が含まれ

ています。 他のメディアについては、 ユーザーが設定を追
加できます。

• 速度 / 品質印刷モード  - 速度と品質の要求に合わせて使用で

きます。

• エッジ - エッジ印刷 - 硬質メディアでマージンを 0 に設定し

てエッジ - エッジ印刷を行い、 ト リ ミ ングなしで 「フル ブ
リード」 印刷を実現します。

• ファイン テキスト  - ファイン テキスト とライン アートの出

力品質を向上させるために、 通常の半分のヘッ ド速度で印
刷します。

• 鋭角 - イメージおよび色ブロックの端でのオーバースプレー

を削減します。

• 簡素化されたコン ト ロール パネル インターフェイス - グラ

フ ィ カルな Front Page インターフェイスを持つタ ッチ スク

リーン コン ト ロール パネルにより、 頻繁に使用される機能

が提供されます。 それほど頻繁に使用されない機能および
ト ラブルシューテ ィングに関するヘルプには、 メニューか
らアクセスします。

• ユーザー支援 - コン ト ロール パネルは、 その場でユーザー

を支援するオンライン ヘルプ、 対話的手順、 および診断機

能を備え、 ト レーニングおよびト ラブルシューテ ィ ングの
時間を削減します。
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2 章

印刷
この章では、 印刷モード と メディア オプシ ョ ン、 メディアおよびイン

クのロード、 および印刷を設定する方法を説明します。

• 印刷の設定 (2-2 ページ )

• メディアの設定 (2-6 ページ )

• 硬質メディアのロードおよび印刷 (2-11 ページ )

• ロールフ ィード  メディアのロードおよび印刷 (2-17 ページ )

• インクのロード  (2-21 ページ )

• ヒン トの印刷 (2-23 ページ )

• ノズルの健全性のチェ ック  (2-27 ページ )
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印刷の設定 本プリンタでは、 必要な品質、 分解能、 および速度の組み合わ
せごとに、 複数の異なるモードで印刷できます。

ノズル代替機能とは、 高品質モードおよび生産モードで目詰ま
り したインク ノズルまたは発射しないインク ノズルを検出、 代
替する本プリンタの機能です。 ノズル交換は、 ビルボード  モー

ドでは使用できません。

現在の印刷モードは、 コン ト ロール パネルのフロン ト  ページ

に表示されます。 印刷モードを変更する場合は、 次の手順に従
います。

1. コン ト ロール パネルで、 [Print Mode] ( 印刷モード ) キー

を押します。

次のオプシ ョ ンを含む [print mode] ( 印刷モード ) メニュー

が表示されます。

• ビルボード

• 生産

• 高品質

2. [print mode] ( 印刷モード ) を押して選択します。

次のオプシ ョ ンを含むメニューが表示されます。

• [Bidirectional] ( 双方向 )

• [Unidirectional Left (left to right)] ( 片方向左 ( 左から右 ))

• [Unidirectional Right (right to left)] ( 片方向右 ( 右から左 ))

印刷モード

DPI モデル 高品質 生産 ビルボード

1200x600 H35100 / H35500 24 sf/h (2.25 m2/h) 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h)
H45100 / H45500 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h)

600x600 H35100 / H35500 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h)
H45100 / H45500 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h) 388 sf/h (36 m2/h)

600x300 H35100 / H35500 適用外 194 sf/h (18 m2/h) 適用外

H45100 / H45500 適用外 388 sf/h (36 m2/h) 適用外
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本プリンタでは、両方向 ( 双方向 ) または 1 方向のみ ( 片方

向 ) に印刷できます。 片方向印刷では、 いずれかの方向に

印刷を行う ことができます。 印刷速度は、 対応する双方向
印刷モードの約半分になります。 片方向印刷では、 完全に
平らではないメディアに印刷する場合に生じる双方向印刷
のずれが解消されます。

3. [direction option] ( 方向オプシ ョ ン ) を押して選択します。

ロード したメディア タイプおよび選択した新しい印刷モー

ドに応じて、 プリンタでメディア設定が変更されたことを
レポートするメ ッセージが表示されます。 また印刷モード
により、 手順で 4 表示されるオプシ ョ ンが決まります。

4. [] ( 続行 ) キーを押します。

生産モードおよび高品質モードでは、 いずれかのオプシ ョ
ンを選択した後、 次のオプシ ョ ンを含むメニューが表示さ
れます ( ビルボード  モードでは、 手順 5 に移動します )。

• [Normal] ( 標準 ) - 最高速度で印刷します。

• [ ファイン テキスト ] - オーバースプレーを除去してファ

イン テキスト とライン アートの出力品質を向上させる

ために、 通常の半分のヘッ ド速度で印刷します。

注意 「標準」 の生産モードおよび高品質モードに対して 
50 % の速度で印刷するファイン テキスト  モード
では、 UV ランプからの過度の加熱にメディアが曝
され、 メディア中央がそってプリン トヘッ ドに接
触する恐れがあります。 溝つきポリプロピレン 
(Coroplast) など、 薄い硬質メディアは脆弱です。
ゆがみの発生を避けるために、 [Printer Settings] 
( プリンタの設定 )、 [Printing Delay] ( 印刷遅延 ) 
でメディア遅延を設定するか、 またはカスタムの
メディア ウィザード  パラメータでファイン 
テキスト印刷に対して遅延を設定します。

• 鋭角 - イメージおよび色ブロックの端でのオーバースプ

レーを削減します。
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次の表に、 各モード別にサポート される印刷モード と分解
能の組み合わせを示します。

BB= ビルボード、 PQ= 生産品質、 HQ= 高品質

[Unsupported Setup Job Handling] ( サポート されていな

い設定ジ ョブの処理 ) メニューが表示されます。

5. いずれかのオプシ ョ ンを選択します。

本プリンタでは、 高品質モードまたはビルボード  モードで

分解能 600x300 dpi のジ ョ ブは印刷されません。 プリンタ

がこのいずれかのモードに設定されているときに RIP から  
600x300 の印刷ジ ョブを受信した場合、 ここで選択したオ

プシ ョ ンに応じてジ ョブが処理されます。

• [Prompt With Options] ( オプシ ョ ンのプロンプ ト を

提示 ]  - 生産モードでジ ョ ブを印刷するか、 ジ ョ ブを

キャンセルするかを尋ねるメ ッセージがコン ト ロール
パネルに表示されます。

• [Use Production Quality] ( 生産品質の使用 ) - ジ ョブは

生産モードで印刷されます。

• [Cancel Job] ( ジ ョブのキャンセル ) - ジ ョブは印刷され

ません。

6. オプシ ョ ンを押して選択します。

UV ランプ設定が表示されます。

7. [High] ( 高 )、 [Medium] ( 中 )、 または [Low] ( 低 ) のいずれ

かのオプシ ョ ンを押すことにより、 UV ランプの動作を設

定します。

• メディア ウィザードのリス トに表示された標準メディア

の場合、 デフォルト値のままランプ設定を維持し、 後で
必要に応じて調整します。

• 高速な印刷モードでは、 十分な硬化を保証するために、
より高いランプ設定が必要です。

600x600 600x300 1200x600

標準 BB、 PQ、 HQ PQ BB、 PQ、 HQ

ファイン テキスト PQ、 HQ — PQ、 HQ

鋭角 PQ、 HQ PQ PQ、 HQ
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• インクが硬化しない場合は、 この設定を増やします。
ランプは、 硬化の実効性を段階的に失います。 したがっ
て、 最終的にこの設定を増やすことが必要になる場合が
あります (UV ランプの寿命については、 2-30 ページの

「UV ランプの電球の交換」 を参照して ください )。

• ランプの熱により メディアにしわが寄る場合やゆがむ場
合は、 この設定を減らします。

ランプ設定を選択すると、 シャッ ター開口度の画面が表示
されます。

8. シャッ ター開口度を調整するか、 [] ( 続行 ) を押して次に

進みます。

各シャッ ターの開口度 ( 開口量 ) を選択するか、 または印

刷中にシャッ ターを完全に閉じることができます。 これに
より、 ランプにより放射される光と熱の量を減少させるこ
とにより、 硬質メディアのゆがみを軽減できます。 また開
口度は、 UV ランプ情報パネルに触れることにより設定でき

ます (3-4 ページの「 フロント  ページ」 を参照してく ださい )。

UV ランプ シャッ ターは、 完全に開く と垂直になり、 回転

することで開口度を変更します。 開口度を 0 度に設定する

と完全に開き、 20 度で半分開き、 最大値の 40 度で完全に

閉じます。 印刷中に、 両方のシャッ ターを閉じる設定は適
用できません。 印刷中に、 コン ト ロール パネルのランプ ア
イコンには動的に陰影が付けられ、 開口度の設定が示され
ます。 先頭および末尾の開口度設定が異なる場合、 カート
リ ッジの方向の変化に伴ってこのアイコンが変化します。

9. [] ( 続行 ) を押して設定を保存してフロン ト  ページに返る

か、 または [] ( キャンセル ) を押して前の印刷モード設定

に戻します。

10. RIP で印刷分解能を選択します。

所定の分解能で印刷ジ ョ ブをラスタライズするように RIP 
を設定します。 手順については、 RIP のドキュ メン ト を参

照して ください。 各印刷モードでサポート される分解能の
リス トが 2-2 ページの表に記載されています。
印刷の設定 2-5



メディアの設定 プリンタで印刷ジ ョ ブを受け入れるには、 特定のメディア タイ

プについてプリンタを設定する必要があります。 現在設定され
ているメディア タイプが存在する場合は、 コン ト ロール パネ

ルの左上隅に表示されます。

新しいメディア タイプをロードすることも  ( 次の手順を参照 )、
以前にロード したメディアを再ロードすることも可能です 
(2-9 ページの 「メディアの再ロード」 を参照して ください )。

新しいメディアのロード 1. コン ト ロール パネルに表示されたタイプとは異なるメディ

ア タイプをロードする場合は、 [ フロン ト  ページ ] 画面で 
[Load Media] ( メディアのロード ) キーまたは [Load New 
Media] ( 新しいメディアのロード ) キーを押します。

[Select Media to Load] ( ロードするメディアの選択 ) 
メニューが表示されます。 メディア リス トの最後のオプ

シ ョ ンは、 [Create Media Type] ( メディア タイプの作成 )
です。

ヒン ト まず、 いずれかの標準メディア タイプを使用し
ます。 標準のメディア タイプを使用していない
場合は、 使用しているメディアに最も近い標準の
メディア タイプを選択します。 次に、 必要な場合
にのみ、 ひな型として選択した標準タイプを使用
して新しいメディア タイプを作成し、 必要に応じ
てそれを修正します。

2. メディアの名前を押すか、 または [Create Media Type] 
( メディア タイプの作成 ) を押します。
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• メディアの名前を押すと、 設定リス トが表示されます (
図 2-1 を参照して ください )。 この画面から、 メディア

の設定の変更、 印刷モードの変更、 またはメディアの再
選択を行うか、 またはメディアのロードを続行できます。
メディアをロードするには、 [] ( 続行 ) キーを押し、

2-11 ページの 「硬質メディアのロードおよび印刷」 また

は 2-17 ページの 「ロールフ ィード  メディアのロードお

よび印刷」 に移動します。

• [Create Media Type] ( メディア タイプの作成 ) を押す

と、 コン ト ロール パネルで [] ( 続行 ) キーを押して新

しいメディア タイプを作成するか、 または [] ( キャン

セル ) を押してメディア ウィザード画面に戻るように求

めるプロンプ トが表示されます。

[] ( 続行 ) キーを押すと、 作成中のメディアの名前を入力

するための英数字キーボードがコン ト ロール パネルに表示

されます。

図 2-1. メディア設定画面
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3. メディア名を入力し、 [Enter] キーを押します。

デフォルト設定がリス トに示されます。 いずれかの設定を
変更するには、 [Media Settings] ( メディア設定 ) キーを

押して変更可能な設定のメニューを表示します。

• [Media Name] ( メディア名 )

• [Media Feed Method] ( メディア フ ィードの方法 ) - 
[Roll or Cut Sheet] ( ロールまたはカッ ト  シート )

• [Platen Vacuum Control] ( プラテン吸引制御 ) - このオ

プシ ョ ンにより吸引用ファンがオンになり、 コン ト ロー
ル パネルに [] キーおよび [] キーが表示されます。

[] および [] を押し、 ファン速度を増減させます。

ファン速度が変化している間、 メディアを監視します。
メディアがプラテンから持ち上がる場合は、 ファン速度
を増加させます。 メディアの送りが吸引処理により妨げ
られる場合は、 ファン速度を低下させます。

[] ( 続行 ) キーを押して変更を保存した後、 [Leading 
Edge Static Control] ( 先端静的制御 ) 画面が表示さ

れます。 この機能により、 硬質メディア印刷時に最初の 
15 mm (0.6 インチ ) の先端ファイン テキスト領域でオー

バースプレーが軽減します。 メディアがプラテンに十分
に固定されていない場合は無効にします。

• [Printing Delay] ( 印刷遅延 ) - コン ト ロール パネルで

[] キーおよび [] キーを押して、 遅延 (1 印刷スワス

当たりの秒 ) を増減させます。 スループッ ト を増加させ

る場合は、 遅延を低下させます。

• [Media Edge Holders] ( メ ディ ア端ホルダ ) - [Yes] ( はい ) 
の場合、 メディア ロードの処理中に、 ロールフ ィード  
メディアでメディア端ホルダを使用するかどうかを尋ね
るプロンプ トが表示されます。 [No] ( いいえ ) の場合は、

プロンプ トは表示されません。

• メディア出力センサ - このセンサは、 メディアが途切れ

る前に印刷を終了するために、 カッ トシート  メディアの

末端を検出します。 このセンサは、 検出不可能なメディ
ア タイプの場合、 またはセンサが誤動作する場合にのみ

無効にする必要があります。
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• [Measure Media Width] ( メディア幅の測定 ) - デジタル 
イ メージ センサ ( カメ ラ ) でメディアを測定する場合は 
[Automatically] ( 自動 ) を選択し、 メディアの右端および

左端にプリン トヘッ ド  カート リ ッジを手動で配置する

か、 またはプリンタで端を検出できない透明なメディア
をロードする場合は [Manually] ( 手動 ) を選択します。

4. [] ( 続行 ) を押してメディアをロードするか、

[] ( キャンセル ) を押して変更を破棄します。

• メディアをロードする場合は、 2-11 ページの 「硬質メ

ディアのロードおよび印刷」 または 2-17 ページの 「ロー

ルフ ィード  メディアのロードおよび印刷」 に進みます。

メディアのロード解除 メディアのロードを解除する場合 ( ピンチローラーを上げ、 プ

ラテン吸引処理をオフにする場合 )、 [ フロン ト  ページ ] 画面で 
[Unload Media] ( メディアのロード解除 ) キーを押すか、 または

プリンタ背面の [Load/Unload] ( ロード / ロード 解除 ) スイッチを

ロード解除位置に押し込みます。

メディアの再ロード 使用するメディア タイプがコン ト ロール パネルに表示されて

いる場合は、 [Reload Media] ( メディアの再ロード ) キーを押

します ( または [Load/Unload] ( ロード / ロード 解除 ) スイッ チを  
[Load] ( ロード ) の位置に押し込むか、 またはオプシ ョ ンの

フッ ト  スイッチを押します )。
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• ロールフ ィード  メディアを再ロードする場合については、

2-17 ページの 「ロールフ ィード  メディアのロードおよび

印刷」 を参照して ください。

• 硬質メディアを再ロードする場合は、 [Reload Sheet] ( シー

トの再ロード ) キーまたは [Reload and Print] ( 再ロードお

よび印刷 ) キーのいずれかを押します。 [Reload and Print] 
( 再ロードおよび印刷 ) を使用すると、 プリンタが完了後に

オンラインに切り替わるので、 次の印刷ジ ョブを直ちに受
け入れることができます。 [Reload Sheet] ( シートの再ロー

ド ) を使用した場合、 プリンタはオンラインに切り替わりま

せん。 2-11 ページの 「硬質メディアのロードおよび印刷」 
を参照して ください。

メディア ウィザード 現在ロード されているメディアの設定を表示または変更する場
合は、 [ フロン ト  ページ ] 画面のメディア リス ト領域 ( 左上隅 ) 
を押します。 これにより、 メディア ウィザードが表示されます。

メディア ウィザードではまた、 新しいメディア タイプの作成、

既存のメディア タイプの削除、 メディア タイプの設定の表示、

メディア ウィザードでメディアを表示する順序の変更を

行います。
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硬質メ ディ アのロー
ド および印刷

1. ロード時に、 すべてのロールフ ィード  メディアのロードが

解除されます。

2. 必要に応じて、 メディア パスの邪魔にならないように、

ロールフ ィード  メディアの端ホルダをスライ ド します。

3. 入出力メディア テーブルを開き、 レッグを広げて所定の

位置にロックします。 長いメディアでは、 テーブル延長部
を取り外します。 長く軽量のメディア (Fome-Cor など ) 
では、 メディア サポート を取り外します。

4. メディアの設定プロセスを実行し  (2-6 ページの 「メディア

の設定」 を参照して ください )、次にコン ト ロール パネルで 
[] ( 続行 ) キーを押します。

[Select Media Length] ( メディアの長さの選択 ) メニューが

表示されます。

5. コン ト ロール パネルで事前定義されたメディアの長さを選

択するか、 または [Input Manually] ( 手動で入力 ) を選択し

て長さを入力します。

6. プリンタで、 変更が保存される旨のメ ッセージが表示さ
れます。

図 2-2. 延長部とサポートを含む硬質メディア テーブル
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7. コン ト ロール パネルで [] ( 続行 ) キーを押します。

メディアに対するプリンタの現在のヘッ ド高がメディア 
ウィザードの選択メディアに対するヘッ ド高設定と異なる
場合、 そのいずれかを変更するように求めるプロンプ トが
表示されます。

• [Yes] ( はい ) を押すとウィザードの値が使用され、

[No] ( いいえ ) を押すとプリンタの現在のヘッ ド高が使

用されます。 [Change Head Height] ( ヘッ ド高の変更 ) 
を押すと、 プリンタの現在のヘッ ド高を変更できます。

次の画面が表示されます。

図 2-3. [Load media] ( メディアのロード ) 画面
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8. ロック  ノブを緩めることにより調整可能なメディア フェン

スのロックを解除し、 右側 ( プリンタのサービス ステー

シ ョ ン側 ) にスライ ド します。

9. メディア シート を入力テーブルにロード し、 メディアを左

側 ( インク  ボックスの側 ) にスライ ド して固定メディア 
フェンスにぴったり と寄せます。

10. 調整可能なメディア フェンスをスライ ド し、 メディアの右

側に寄せます。 次に、 所定の位置にロックします。

またこの時点で、 吸引用ファンの速度の調整、 またはその
オン / オフの切り替えを行う ことができます。 シートがゆ

がんでいるか、 抑え付けられていない場合、 吸引ファン速
度を高めるか、 またはピンチ ローラーを上げた方が良い場

合があります。

図 2-4. 調整可能なフェンス

ノブのロック

レール

フェンス
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11. 使用中のメディアの端がピンチ ローラーのすぐ下にある場

合は、 ピンチ ローラーを押し上げた後、 ラ ッチをレール側

に押して固定します ( 以下の図 2-5 を参照してく ださい )。
ピンチ ローラーを下げるために、 少し押し上げてラッチを

解放します。 これにより、 ローラがプラテンにまで下がり
ます。

12. メディア パスから ( ロールフ ィード  メディアの ) メディア

端ホルダを移動します。 出力ドアが閉じていることを確認
します。

13. コン ト ロール パネルで [] ( 続行 ) キーを押すか、 プリン

タ背面の [Load/Unload] ( ロード / ロード解除 ) スイッチを 
[Load] ( ロード ) の位置に押し込むか、 またはオプシ ョ ン

のフッ ト  スイッチを押します ( 取り付けられている場合 )。
これにより、 プリンタで次のことを実行できます。

• メディアの厚さを測定します。

• メディアの幅を測定します。

• メディアの先端を検索します。

図 2-5. ピンチ ローラー

ピンチ ローラー アセンブリ メディア厚さセンサ

ラッチ
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コン ト ロール パネルには、 メディアの測定幅の簡単な表示

の後、 メディアおよびマージンの測定値が表示されます (
図 2-6 を参照して ください )。

• マージンを変更するには、 [Margin Settings] ( マージン

設定 ) キーを押します。

注意 ピンチ ローラーでメディアを送ることが可能な 
[Trailing Margin] ( 末尾のマージン ) の最小値は 
6 インチ (15.2 cm) です。

14. [] ( 続行 ) キーを押します。

コン ト ロール パネルで 「Media loaded successfully」
( メディアが正常にロード されました ) という メ ッセージが

表示され、 現在のメディア タイプのメディア フ ィード

番号 (MFN) を保存するかどうか尋ねるメ ッセージが

表示されます。

• 新しい MFN をロードする場合は、 [ ] ( はい ) キーを押

します。

• 新しい MFN を破棄し、 以前に保存した MFN を使用する

場合は、 [] ( いいえ ) キーを押します。

図 2-6. 硬質シートの測定
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• メディア フ ィード較正を実行するかまたは別の MFN
を入力する場合は、 [Media Feed Calibration] ( メディ

ア フ ィード較正 ) キーを押します ( 手順については、

4-10 ページの 「[Media Feed Calibration] ( メディア 
フ ィード較正 )」 を参照して ください )。

[ フロン ト  ページ ] 画面が表示されます。

15. [Go Online] ( オンライン ) キーを押します。

16. RIP から印刷ジ ョ ブを送信します。

コピー ジ ョブが複数の場合、 前のシートの印刷が終わる少

し前に、 プリンタのコン ト ロール パネルに次のシートに対

するプロンプ トが表示されます。 先の手順と同様に以降の
シート をロード し、 [] ( 続行 ) キーを押すか、 [Load/
Unload] ( ロード / ロード 解除 ) スイッ チを  [Load] ( ロード ) 
位置に押し込むか、 またはオプシ ョ ンのフッ トペタル ス
イッチを押します。 プリンタは、 次のシートに印刷を行い、
印刷ジ ョブ内のすべてのコピーについて同じオプシ ョ ン設
定を使用します。

ヒン ト メディア ウィザードを表示し、 メディアおよび現
在ロード されているメディアのマージン設定の表
示または変更を行うには、 [ フロン ト  ページ ] 画面
の左上隅のメディア情報パネルに触れます。
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ロールフ ィード  メディ

アのロードおよび印刷

1. 硬質メディア入出力テーブルの延長部を引き込み、 テーブ
ル レッグ、 テーブル、 および調整可能なメディア フェンス

をその保管位置に折りたたみます ( そう なっていない場合 )。

2. 供給スプールにメディアをロード します。

スプールから取り外し可能なコレッ ト を取り外し 、 ロール 
メ ディ アをスプールにロード し 、 コレッ ト を置き換えます。
スプールをロード してロールの最下部または最上部からメ
ディ アを送ることで、 メ ディ アのいずれかの面に印刷で
きます。

ヒン ト 印刷出力に指紋が現れることを避けるために、 メ
ディアを取り扱う ときは手袋を着用して ください。

図 2-7. ロールフ ィード印刷用に保管されたテーブル

図 2-8. メディア スプール

取り外し可能コレッ ト

固定コレッ ト

ピン
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3. ブラケッ トに供給スプールをロード します。

左側のスプール ホルダにピンと ともにスプールの一端を挿

入した後、 右側のスプール ホルダにスプールの他端を挿入

します。

4. ピンチ ローラーを過ぎるまで、 メディアを十分に引き出

し、 メディアをプラテン全体に円滑に広げます。

5. メディアを設定します (2-6 ページの 「メディアの設定」 
を参照して ください )。

6. コン ト ロール パネルで [] ( 続行 ) キーを押します。

メディアに対するプリンタの現在のヘッ ド高がメディア 
ウィザードの選択メディアに対するヘッ ド高設定と異なる
場合、 そのいずれかを変更するように求めるプロンプ トが
表示されます。

• [Yes] ( はい ) を押すとウィザードの値が使用され、 [No] 
( いいえ ) を押すとプリンタの現在のヘッ ド高が使用され

ます。 [Change Head Height] ( ヘッ ド 高の変更 ) を押すと、

プリンタの現在のヘッ ド高を変更できます。

7. コン ト ロール パネルでメディアの長さを入力します。

メ ディ アの長さがわからない場合は、 [Esc] キーを押します。

これにより、 メディア供給の残りがわずかである場合のプ
リンタの警告が無効になります。

8. [] ( 続行 ) キーを押します。

9. プリンタで、 変更が保存される旨のメ ッセージが表示さ
れます。
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10. [] ( 続行 ) キーを押します。

プリンタのピンチ ローラーが上昇し、 メディア端ホルダを

使用しているかどうかを尋ねるメ ッセージが表示されます。

メディア端ホルダは、 プラテンの全長に沿ってスロッ トに
組み込まれたクリ ップです。 このホルダにより、 印刷中に
ロールフ ィード  メディアの端が抑えられます。 メディア端

ホルダを使用していることをソフ トウェアで指示した場合、
ソフ トウェアでのメディア幅の測定およびマージンの計算
時にそれが考慮され、 メディア端ホルダ上での印刷を防ぐ
ことができます。

11. [ ] ( はい ) キーまたは []  ( いいえ ) キーを押します。

• [Yes] ( はい ) を押すと、 プリンタでメディアの側に端ホ

ルダを設置するように促すプロンプ トが表示されます。
これにより、 端ホルダを設置します。

• [No] ( いいえ ) を押した場合は、 手順 12 に移動します。

12. [] ( 続行 ) キーを押すか、 プリンタ背面の [Load/Unload] 
( ロード / ロード解除 ) スイッチを [Load] ( ロード ) の位置

に押し込むか、 またはオプシ ョ ンのフッ ト  ペダル スイッチ

を押します ( 取り付けられている場合 )。

プリンタでメディアが測定され、 ピンチ ローラーが下降

します。

図 2-9. メディア端ホルダ ( 左側 )
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コン ト ロール パネルで 「Media loaded successfully」
( メディアが正常にロード されました ) という メ ッセージが

表示され、 現在のメディア タイプのメディア フ ィード

番号 (MFN) を保存するかどうか尋ねるメ ッセージが表

示されます。

• 新しい MFN をロードする場合は、  ( はい ) キーを

押します。

• 新しい MFN を破棄し、 以前に保存した MFN を使用する

場合は、 [] ( いいえ ) キーを押します。

• メディア フ ィード較正を実行するかまたは別の MFN 
を入力する場合は、 [Media Feed Calibration] ( メディ

ア フ ィード較正 ) キーを押します ( 手順については、

4-10 ページの 「[Media Feed Calibration] ( メディア 
フ ィード較正 )」 を参照して ください )。

[ フロン ト  ページ ] 画面が表示されます。

13. [ フロン ト  ページ ] 画面で [Go Online] ( オンライン ) キー

を押します。

14. RIP から印刷ジ ョ ブを送信します。

ヒン ト メディア ウィザードを表示し、 メディアおよび現
在ロード されているメディアのマージン設定の表
示または変更を行うには、 [ フロン ト  ページ ] 画面
の左上隅のメディア情報パネルに触れます。
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インクのロード インク供給ボックスのインク量はプリンタ  ソフ トウェアにより

追跡され、 対応するプロファイラに記録されます。 コン ト ロー
ル パネルには、 各インク  ボックスのインク  レベルを示す棒グ

ラフが表示されます。 コン ト ロール パネルでインクが少ないこ

とが示された場合は、 インク  ボックスを同じ色の充てん済みイ

ンク  ボックスに交替します。

注意 この手順では、 ( ラテッ クス製またはニト リル製の ) 
手袋を着用して ください。 インク  チューブの接続
からインクの滴が落ちる場合があるのでペーパー 
タオルがあると便利です。

図 2-10. 棒グラフを押すと、 詳細なインク  ステータスが表示される

図 2-11. インク供給ボックス

フ ィルタ

コネクタ
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空のインク

ボックスの取り外し

1. プロファイラを削除します。

2. インク  チューブをプリンタに入力するメ タル コネクタをつ

かみ、 それを押し上げてインク供給チューブを離します。

3. ボックスをホルダから持ち上げて、 インク  チューブが上を

向く ように、 ボックスを上下逆さまにします。

4. インク  ボックスを取り外して破棄します ( 適切な破棄手順

については、 MSDS を参照して ください )。

充てん済みのインク  ボッ

クスの取り付け

1. 新しいインク  ボッ クスを開き、 供給コネクタを見つけます。

2. プロファイラを見つけて取り外し、 手順 5 までわきに置い

ておきます。

3. インク  ボックスを裏返してホルダ位置に設置します。 イン

ク供給チューブがボックスの下側に く るようにします。

4. インク  チューブ コネクタをプリンタのメ タル コネクタに

挿入します。

各インク色の位置は、 各インク  ボックスの下、 プロファイ

ラ  ド ッ キング ステーショ ンの隣のラベルに示されています。

5. 対応するド ッキング ステーシ ョ ン スロッ トにプロファイラ

を取り付けます。
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ヒン トの印刷 • 硬質カッ トシート  メディア - 両端が並行で角が 90° である

平らで反りがな く無傷のシートのみを使用します。 プリン
タの後面から メディアをロード します。 前面からロード し
た場合、 UV ブロック  ブラシに干渉します。

• 硬化は 24 ～ 48 時間継続します - UV インクの硬化は、 印刷

後 1 ～ 2 日継続します。 インクが十分に硬化した後、 最大

の耐久性と付着性が得られます。

• 印刷の停止 - 印刷を一時停止するためには、 [] ( 停止 )
キーを押します。 印刷を一時停止すると、 次のことを行う
ことができます。

• メディア設定の変更 ( 吸引処理、 印刷遅延 )。

• インクの停止交換 ( 下記の 「インクの停止交換」 を参

照して ください )。

注意 インクジェ ッ ト印刷で一般に使用される合成メ
ディアは、 特に低相対湿度の環境で静電気が増大
することがありますこれにより、 人体、 プリンタ、
その他の機器に静電気放電 (ESD) が生じる危険が
あります。 接地されたチェーンか金属片をメディ
ア スタ ック上部に掛けることにより安全に放電で
きます。
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インクの停止交換 プリンタを停止することにより、 印刷中にインク  ボックスを交

換できます。

1. プリンタのコン ト ロール パネルで、 [] ( 停止 ) キーを押

します。

2. 古いプロファイラを取り外します。

これにより、 インク  ボックスを交換していることがプリン

タに通知されます。

3. 古いインク  ボックスの接続を解除し、 取り外します。

4. 新しいインク  ボックスを取り付け、 接続します。

5. 新しいインク  ボックスに含まれるプロファイラを取り

付けます。

6. 交換する他のインク  ボックスについても手順 2 ～ 5 を繰り

返します。

7. プリンタのコン ト ロール パネルで、 [] ( 再開 ) キーを

押します。

移動可能フェンスの較正 移動可能なフェンスは、 テーブル ローラーの上部に一致する高

さで  ( プリンタで使用される最も厚いメ ディ アよりも低い位置 )、
メディア上面に対して平行になるように工場出荷時に較正済み
です。

移動可能なフェンスの再較正が必要な場合は、 次の手順に従い
ます。

1. 硬質メディアをピンチ ローラーの下に配置し、 固定フェン

スに対して整列させます。

2. メディアの端の隣に移動可能なフェンスをスライ ド し、
その位置をメディア上面を基準にして確認します。
2-24 ヒン トの印刷



3. メディア上端に対してフェンスが平行でない場合は、
メディアに対して移動可能アームが平行になるまで、
2.5 mm 六角レンチを使用して配置ネジ ( 以下を参照 ) 
を回転させます。

4. 5 mm 六角レンチを使用して、 移動可能なフェンスの垂直位

置を固定する 2 つの取り付けネジ ( 以下を参照 ) を緩めます。

図 2-12. 配置ネジの位置

図 2-13. 高さ調整ネジ
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5. テーブル ローラーの列の上に長く平らで薄い金属製定規を

当てます。

6. 金属定規の上に移動可能なフェンス アームを配置します。

7. 移動可能なアームを定規に対して平行になるまで押し
下げます。

8. 両方の取り付けネジを締めます。

取り付けネジを締めている間にアームが移動する場合があ
ります。 ネジを締めた後に位置を再確認します。

9. アームがローラに接触しないことを確認するために、 テー
ブル幅にわたって移動可能なアームを前後に動かします。

ヒン ト 薄い柔軟なメディアがフェンスの下でスリ ップし
ないように、 ローラ上面の直下までフェンスを下
げます。 この場合、 メディア幅にわたりフェンス
を移動させるときに、 ローラにぶつからないよう
に、 厳重な注意が必要です。
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ノズルの健全性の
チェ ック

AutoJet ノズル代替機能およびプリンタの自動プリン トヘッ ド  
サービス ステーシ ョ ンは、 大半の条件でユーザーの介入がな く

てもプリン トヘッ ドを洗浄し、 その動作を維持します。 オペ
レータがプリン トヘッ ドを洗浄する必要がある場合は、 プリン
タに用意されたい くつかのプリン トヘッ ド洗浄ツールを使用で
きます。

印刷品質が低下する場合、 インク ノズルに目詰まりがある可能
性があります。 ノズルの健全性を確認するとともに、 目詰まり
のあるノズルを回復するには、 次の手順に従います :

1. パージします

2. ノズル チェ ック  パターンまたは回復ノズル パターンを印

刷します

3. AutoJet または手動によるノズル配置を使用して、 喪失し

たノズルをマップ アウト します

次に、 これらの手順について説明します。

パージ ノズル チェ ック  パターンを印刷しても喪失したノズルが回復

しない場合は、 エアによりプリン トヘッ ドをパージできます。
その後、 すべてのノズルが作動していることを確認するため
に、 別のノズル チェ ック  パターンを印刷します。

ノズル チェ ック  パターン

の印刷

1. コン ト ロール パネルの [Front Page] 画面から、 [ ノズル 
チェ ック  パターン ] キーを押します。

コン ト ロール パネルでは、 印刷するノズル チェ ック  パ
ターンの全幅を入力するように求めるプロンプ トが表示さ
れます。

2. [] キーおよび [] キーを押すことにより、 ノズル チェ ッ

ク  パターンの幅を入力します。
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3. [] ( 続行 ) キーを押します。

プリンタでノズル チェ ック  パターンが印刷されます。 ノズ

ル チェ ック  パターンでは、 適切に動作するノズルでは実線

が現れ、 喪失したノズルでは線が現れません。

また、 メニューから  [Maintenance] ( 保守 ) > [Print Recover 
Jets Pattern] ( 回復ノズル パターンの印刷 ) の順に選択し、

ノズル チェ ック  パターン セッ トの後に、 喪失したノズルを

回復するための特別なパターンを印刷できます。

喪失したノズルの
マップ アウト

すべての喪失したノズルが代替されたら、 すべてのノズルが動
作している場合と同様の印刷出力が得られます。

ノズルは一時的に ( 「ソフ ト障害ノズル」 )、 または永続的に 
(「 ハード 障害ノ ズル」 ) マップ  アウト できます。 手順について

は、 4-3 ページの 「AutoJet」 または 4-18 ページの 「[Manual 
Jet Mapping] ( 手動によるノズル配置 )」 を参照して ください。

AutoJet で喪失したノズルが検出された場合、 同じかまたは別

のプリン トヘッ ドで動作するノズルによる代替が試みられます
( 生産モード と高品質モード )。 これにより、 すべてのノズルに

よる最高品質で印刷が行われます。

オプシ ョ ンで、 ノズル アウト  ライン パターンを印刷し、 ノズ

ルが代替されたかどうかを確認できます。

1. コン ト ロール パネルの [ フロン ト  ページ ] 画面から、

[Calibrate] ( 較正 ) キーを押します。 

[Calibrate] ( 較正 ) メニューが表示されます。 

2. [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) を押します。

[Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) メニューが表示さ

れます。

3. [Print Jet-Out Lines] ( ノズル アウト  ラインの印刷 ) を押

します。

ノズルアウト  ライン パターンを印刷します。 代替されたノ

ズルは黒い四角形で示されます。
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UV ランプの運用お

よび保守

( プリン トヘッ ド  カート リ ッジの左右にある ) プリンタの 2 基
の UV ランプは、 UV インクを硬化させるために必要な高輝度

紫外線を放射します。

ランプの寿命は制限されているために、 UV 光の放射は徐々に

減少し、 最終的にインクの硬化が生じないレベルにまで低下し
ます。 ランプの有効寿命を延ばすための対策は存在しますが、
最終的にはランプは交換する必要があります。

警告 UV 光は危険です。 高輝度 UV 光に過剰に暴露する
と光線角膜炎 ( 雪眼炎または溶接機フラッシュと呼
ばれることもあります ) が発生する恐れがあります。
UV 光は直接見ないようにして く ださい。

注意 コン ト ロール パネルの指示に従ってランプの適切
な冷却を許容しない場合、 ランプが破損します。

運用のヒン ト ビルボード品質モードでランプにより出力が十分に硬化しない
場合は、 生産品質モードに切り替えます。 生産モードでランプ
により出力が硬化しない場合は、 高品質モード  ([ フロン ト  
ページ ] > [ 印刷モード ]) に切り替えます。

ランプが [Low] ( 低 ) に設定されたランプでインクが硬化しない

場合は、設定を  [Medium] ( 中 ) または [High] ( 高 ) に変更します 
([ フロン ト  ページ ] > [ 印刷モード ] > [Select Print Mode] 
( 印刷モードの選択 ) > [Select Print Direction] ( 印刷方向の

選択 ) > [Print Mode Options] ( 印刷モード  オプシ ョ ン ) > 
[Lamp Modes] ( ランプ モード ))。

こ う した処置を講じても依然としてランプにより印刷出力が硬
化しない場合は、 電球を交換します。
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UV ランプの電球の交換 UV ランプの電球は、 その輝度が徐々に弱まり、 したがってイ

ンクを硬化させる能力が次第に低下します。 コン ト ロール パネ

ルでは、 一方または両方の電球が 500 時間作動した場合に、 警

告メ ッセージが表示されます。 ただし、 UV ランプの電球は引

き続き、 最大で 1000 時間、 印刷出力を硬化させることができ

ます。 各ランプの作動時間数を表示するには、 そのリス トが表
示される [System Information] ( システム情報 ) ページに移動し

ます ([ フロン ト  ページ ] で、 プリンタ  ステータス メ ッセージ

に触れると  [System Information] ( システム情報 ) ページが表示

されます )。

電球は対で交換することをお勧めします。 左右の電球の総作動
時間が大幅に異なる場合、 インクの硬化が不均一になり、 その
結果として印刷が不自然になることがあります。 電球を交換し
た場合は必ず、 作動時間カウンタをリセッ ト します ([Tools] 
( ツール )、 [Maintenance] ( 保守 )、 [Reset UV Lamp Hours] 
(UV ランプ時間のリセッ ト ))。

電球交換の詳細な手順書が交換用電球に付属しています。

注意 UV ランプには、 危険廃棄物として処理する必要
がある重金属、 その他の成分が含まれています。
水銀灯を受け入れ可能な危険廃棄物サービスまた
は施設を選択する必要があります。
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3 章

コントロール パネルの使用
この章では、 コン ト ロール パネルの機能について説明します。

• 概要 (3-2 ページ )

• フロン ト  ページ (3-4 ページ )

• メニュー ツリー (3-8 ページ )

• メニュー (3-10 ページ )
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概要 タ ッチ スクリーン コン ト ロール パネルでは、 プリンタの現在

のステータスが表示され、 メディアおよびインクの交換時のプ
リンタの操作、 エラー状態への対処、 またはオプシ ョ ンの設定
を行う ことができます。

コン ト ロール パネルは、 次のようなさまざまな形態のオンライ

ン ユーザー支援機能を提供します。

? ボタンを押すと、 現在の機能の説明と、 次に行うべき操作に

関するガイダンスが示されます。

プリンタがエラー状態または潜在的なエラー状態にあることが
検出された場合、 あるいは再較正または最善の印刷品質を
得るための他のアクシ ョ ンを誘引する変更が行われた場合に、
コン ト ロール パネルで [ 注意 ] キーが点滅します。 注意メ ッ

セージには次の 2 つのタイプがあります。

• アクシ ョ ン - プリンタで、 印刷を中止する原因となったか、

または印刷の開始の妨げとなるエラー状態が検出されました。
プリンタの印刷準備を整えるには、 このエラーを解消する
必要があります。

• 警告 - 未解決のまま放置した場合、 印刷が標準以下に劣化す

る条件、 または印刷を続行するためにアクシ ョ ンを必要と
する条件が検出されました。 ユーザーによるアクシ ョ ンは
任意選択です。 警告メ ッセージで印刷が中断されることは
ありません。
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プリンタでこれらのメ ッセージのいずれかが発行されると、
[ 注意 ] キーが点滅し、 警告ビープ音が鳴ります ( 無効にされて

いない場合。 3-15 ページを参照して ください )。 [ 注意 ] キーを

押すと、 メ ッセージ タイ トルのリス トが表示され、 いずれかの

タイト ルを選択すると詳細な [cause-and-recovery] ( 原因と回復 ) 
画面が表示されます。

警告条件を解消せず、 印刷を再開しないことを選択した場合は、
[ 注意 ] キーは表示されたままですが、 プリンタで新しい警告

メ ッセージまたはアクシ ョ ン メ ッセージが発行されるまで点滅

することはありません。 このメ ッセージは、 該当する条件を解
消するか、 または詳細画面で適切なキーを押すことにより消す
ことができます。

ヒン ト [ 注意 ] キーを無効にするには、 エキスパート  
モードに切り替えます。 エキスパート  モードでは、
大半のメ ッセージが [Actions & Warnings] ( アク
シ ョ ンおよび警告 ) メニュー オプシ ョ ンに送られ
ます。 エキスパート  モード選択の手順については、
3-15 ページを参照して ください。 
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フロン ト  ページ フロン ト  ページは、 コン ト ロール パネルの主要なインター

フェイスです。 最も一般的な操作をこの画面から行う ことがで

きます。

1. メディア情報 - メディアの名前、 サイズ、 印刷範囲、 印刷

可能な長さ。 ここを押すと、 メディア ウィザードが表示さ

れます。

2. プリンタ  ステータス

• プリンタ  モデル

• プリンタ名 - プリン ト  サーバー、 または [Printer 
Settings] ( プリンタの設定 ) > [Printer Name]
( プリンタ名 ) メニューで定義されたプリンタの名前。

• ネッ トワーク  ステータス

• 現在の印刷モード

1 2 3

4

5
6
7

11 12 13 14

15

8 9

16 17 18 19 20

10
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この領域を押すと、 次のボタンが表示されます。

• [Detailed system information] ( 詳細なシステム情報 )

• ソフ トウェア ライセンス契約

• ジ ョ ブ追跡ログ - 最後の 10 件の印刷ジ ョブと診断情報

のリス ト。

• メディア追跡ログ - この画面でリセッ ト  ボタンを押して

からのシート  フ ィード  メディアおよびロール フ ィード  
メディアの印刷量。

3. インク  レベル - 数値およびグラフ ィ ッ クによるインク  
レベル。 ライン マーク 「low ink」 ( インク少 ) レベル。 
ここを押すと、 詳細なインク  ステータスが表示されます。

4. UV ランプ ステータス ([R]= ユーザー側、 [L]= サービス側 ) 
- 黒 = オフ、 黄 = オン、 点滅 = ウォームアッ プ。 ここを

押すと 、 詳細なランプ ステータスおよびコン ト ロールが

表示されます。 UV ランプのウォームアップ時または冷却時

には常に、 完了までの残り時間が表示されます。 ランプ ア
イコンにはまた、 シャ ッ ター開口度の配置が示されます
(2-5 ページを参照して ください )。

5. メディア存在インジケータ  - 緑のアイコンはメディアが存

在すること、 赤はメディアが存在しないこと、 灰色はセン
サが無効であることを意味します。

6. カバー - 開閉します。

7. 言語選択 - インス トールされている場合、 コン ト ロール パ
ネルで英語と代替言語を切り替えることができます。

8. ノズル チェ ック  パターンの印刷 - ノズル チェ ック  パター

ンと呼ばれるライン セッ ト をを描画することにより、

すべてのノズルを起動します。 これは、 ノズルがアイドル

になった後に、 ノズルによる印刷について調査、 準備する
ための優れた手段として利用できます (3-9 ページの 「ノズ

ル チェ ック  パターンの印刷」 を参照して ください )。 また、

AutoJet により検出および代替されたノズルを示す 「ノズ

ル アウト  ラインの印刷」 と呼ばれる同様のパターンを

印刷できます ( 詳細については、 3-12 ページを参照して く

ださい )。
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9. Purge printheads ( プリン トヘッ ドのパージ ) - 喪失したノ

ズルの回復のためにプリン トヘッ ドをパージします。

10. Print mode ( 印刷モード ) - 印刷品質モードを設定します。

手順については、 2-2  ページの 「印刷の設定」 を参照して

ください。

11. [Calibrate] ( 較正 ) - [Calibrate Printer] ( プリンタの較正 )
メニューを表示します。

12. [Settings] ( 設定 ) - [Printer Settings] ( プリンタの設定 ) 
メニューを表示します。

13. [Tools] ( ツール ) - [Tools] ( ツール ) メニューを表示します。

14. 前後へのメディアの移動 - [] キーを押すと、 メディアが

前に進みます。 [] キーを押したままにすると、

メディアがより高速に移動します。 [] キーを押すと、

メディアが供給スプールに戻ります。 [] キーを押したまま

にすると、 メディアがより高速に移動します ( プリンタ背

面のメ ディ ア送りスイッチにより同じ機能を利用できます )。

15. [Go Online/Go Offline] ( オンライン / オフラインへの切り替

え ) スイッチ - プリンタ と  RIP の間でネッ トワーク通信の

オンとオフを切り替えます。

16. スリープ / ウェイク  - スリープ モードでは、 UV ランプ、

プリン トヘッ ド、 カート リ ッジ、 およびメディア ド ライブ 
モーターの電源がオフになりますが、 インク漏れを防ぐた
めにプリン トヘッ ドに対する吸引処理は維持されます。 
[Printer Settings] ( プリンタの設定 ) メニューで設定した間

隔で、 プリンタが自動的にスリープ モードになります (3-
11 ページを参照して ください )。 プリンタが起動している

場合は、 [Sleep] ( スリープ ) キーが表示され、 プリンタを

スリープ モードに切り替えることができます。 プリンタが

スリープ状態である場合は、 [Wake] ( ウェイク ) キー 
( または他の任意のキー ) を押すと、 プリンタが「 起動」 し、

運転が可能になります。
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17. [Advance Media Past Brushes] ( ブラシの向こ うにメディア

を送る ) - ト リ ミ ングのためにロールフ ィード  メディアを

前方に送った後、 メディアを印刷位置に戻します。

18. Load ( ロード ) ( メディアがロード されていないとき

に表示されます ) - メディアをロード します。 手順につ

いては、 2-11  ページの 「硬質メディアのロードおよ

び印刷」 および 2-17 ページの「 ロールフィ ード  メ ディ

アのロード および印刷」 を参照して ください。

19. [Unload] ( ロード解除 ) ( メディアのロード時に表示され

ます ) - メディアのロードを解除できるように、 ピンチ 
ローラーを上げます。 ロード / ロード解除はまた、 プリ

ンタ背面にあるロード / ロード解除スイッチにより実行

することもできます。

20. 注意メ ッセージ - プリンタがエラー状態または潜在的なエ

ラー状態にあることが検出された場合、 あるいは再較正ま
たは最善の印刷品質を得るための他のアクシ ョ ンを必要と
する変更が行われた場合に点滅します。 詳細については、

3-2  ページの 「概要」 を参照して ください。
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メニュー ツリー このメニュー ツリーは、 組み込みプリンタ  ソフ トウェア バー

ジ ョ ン 2.01 を反映したものです。 さらに新しいバージ ョ ンにつ

いては、 リ リース ノート を参照して ください。 斜体のオプシ ョ

ンは、 プリンタのモードに応じて動的に非表示になります。

[Calibrate Printer] ( プリンタの較正 )
[Auto Calibrations] ( 自動較正 )

[AutoBidi Calibration] 
( 自動双方向目盛り )
[AutoH2H Calibration] 
( 自動 H2H 目盛り )
[AutoJet Calibration]
(AutoJet 目盛り )
[Full AutoSet] ( 完全 AutoSet)

[Manual Calibrations] ( 手動による較正 )
[Media Feed] ( メディア フ ィード )
[Manual Bidi Registration] ( 手動による双方向登録 )
[Manual X Head Registration] 
( 手動による X ヘッ ド登録 )
[Manual Jet Mapping] ( 手動によるノズル配置 )
[Print Jet-Out Lines] ( ノズルアウト  ラインの印刷 )
[Default Registration Data] ( デフォルト 登録データ )

[Service Calibrations] ( サービスの較正 ) 
[Head Height Calibration] ( ヘッ ド高の較正 ) 
[Media Thickness Sensor Calibration] 
( メディア厚さセンサの較正 ) 
[Service Station Calibration] 
( サービス ステーシ ョ ンの較正 ) 

[AutoTune] ( 自動調整 ) ( ロールフィ ード  メ ディ アのみ )
[Calibration Summary] ( 較正サマリー )

[AutoSet Summary] (AutoSet サマリー )
[Log Head Registration Data] 
( ヘッ ド登録データのログ )
[Log Jet Data] ( ノズル データのログ )

[Configure for Profile Creation] 
( プロファイル作成に関する設定 )

[Printer Settings] ( プリンタの設定 )
[Platen Vacuum Control] 
( プラテン吸引制御 )
[Printing Delay] ( 印刷遅延 )
[Gutter Settings] ( 溝設定 )

[Top Gutters] ( 上溝 )
[Side Gutters] ( 側溝 )

[Margin Settings] ( マージン設定 )
[Space Between Prints] ( 印刷の間隔 )
[Right and Left Margin] ( 左右のマージン )
[Leading Margin] ( 先頭のマージン )
[Trailing Margin] ( 末尾のマージン )

[Print Position] ( 印刷位置 )
[Print White Space] ( 空白の印刷 )
[Head Height off Media] ( メディアからのヘッ ド高 )
[Media Out Sensor] ( メディア出力センサ )
[Measure Media Type] ( メディア タイプの測定 )
[Quality Check] ( 品質チェ ック )
[Sleep Wait Time] ( スリープ待機時間 )
[Expert/Novice Messages] 
( エキスパート / ノービス メ ッセージ )
[Localization] ( ローカライズ )

[Units of Measure] ( 測定単位 )
[Time Format] ( 時間形式 )
[Date Format] ( 日付形式 )
[Vacuum Pressure Units] ( 吸引圧単位 )
[Language/Delete Language] ( 言語 / 言語の削除 ) 

( インストールされている場合 )
[Automatic Eject] ( 自動排出 )
[Low Ink Warning] ( インク少量警告 )
[UV Lamps Idle Time] (UV ランプ アイ ドル時間 )
[Printer Name] ( プリンタ名 )
[Restore All Defaults] ( すべてのデフォルトの復元 )
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[Tools]  ( ツール )
[Turn UV Lamps On] 
(UV ランプ オン )
[Turn UV Lamps Off] 
(UV ランプ オフ ) 
[System Information] 
( システム情報 )
[Maintenance] ( 保守 )

[Access Printheads] ( プリン トヘッ ドのアクセス )
[Perform An Air Purge] ( エア パージの実行 )
[Print Recover Jets Pattern] 
( 回復ノズル パターンの印刷 )
[Print Jet-Out Lines] ( ノズルアウト  ラインの印刷 )
[Print Media Skew Lines] 
( メディア スキュー ラインの印刷 )
[Reset UV Lamp Hours] (UV ランプ時間のリセッ ト )
[Clean Grit Rollers] ( グリ ッ ト  ローラーの清掃 )
[Printheads Procedures] ( プリン トヘッ ド手順 )

[Load Ink In All Heads] 
( すべてのヘッ ドにインクをロード )
[Fill Heads with Ink] ( ヘッ ド にインクを充てん )
[Empty Heads] ( ヘッ ドの排出 ) ( エア充てん )

User Diagnostics ( ユーザー診断 )
[Printhead Jet Statistics] 
( プリン トヘッ ド  ノズル統計情報 )
[VideoNet Status] (VideoNet ステータス )
[VideoNet Connection] (VideoNet 接続 )
[Carriage Motion] ( カート リ ッジ モーシ ョ ン )
[Calibration] ( 較正 )
[Vacuum Pressure] ( 吸引圧 )
[Warnings and Actions List] 
( 警告およびアクシ ョ ン リス ト )
[Error History] ( エラー履歴 )
[Log Error History] ( エラー履歴のログ )

[Print Menus] ( 印刷メニュー )
[Service Printer] ( プリンタのサービス )
[Warnings and Actions] ( 警告およびアクシ ョ ン ) 
( 動的に非表示になります )



メニュー 本プリンタでそれほど頻繁に使用しない機能は、 メニューから
アクセスします。 本プリンタは、 次のメニューおよび機能を持
ちます。

• [Calibrate Printer] ( プリンタの較正 ) ( 以下を参照 )

• [Printer Settings] ( プリンタの設定 ) (3-12 ページ )

• [Tools] ( ツール ) (3-16 ページ )

• [Warnings & Actions] ( 警告およびアクショ ン ) (3-19 ページ ) 
( エキスパート  モードのみ )

• [Print Menus] ( 印刷メニュー ) (3-19 ページ )

• [Service Menus] ( サービス メニュー ) - 工場出荷時、 技術サ

ポート、 および認可サービス プロバイダのみが使用します。

[Calibrate Printer]
( プリンタの較正 )

このメニューを表示するには、 [ フロン ト  ページ ] 画面で 
[Calibrate] ( 較正 ) ボタンを押します。 これらのオプシ ョ ンの

使用手順については、 4 章、 「プリンタの較正」 を参照して く

ださい。

• [Auto Calibrations] ( 自動較正 ) - 手順については、

4-6  ページの 「自動較正」 を参照して ください。

• [Auto Bidi Calibration] ( 自動双方向目盛り ) - 両方向の移

動で各動作ノズルが正確に同じ位置でピクセルを発射す
るようにします。

• [Auto H2H Calibration] ( 自動 H2H 目盛り ) - プリン ト

ヘッ ドを相互に配置調整します。

• [AutoJet Calibration] (AutoJet 目盛り ) - 喪失したノズル

を特定し、 動作するノズルで代替します。

• [Full AutoSet] ( 完全 AutoSet) - AutoJet、 AutoBiDi、
および AutoH2H を順に実行します。

• [AutoSet Summary] (AutoSet サマリー ) - これを有効に

した場合、 AutoSet テストパターンの後、 [Full AutoSet] 
( 完全 AutoSet) 較正の結果表が印刷されます。 [AutoSet 
Summary] (AutoSet サマリー ) を有効にした場合、

詳細な較正データの表示 / 非表示を切り替えること

ができます。
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• [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) - プリンタのデジ

タル イメージ センサを使用しないで、 プリンタを視覚的に

較正できます。 このテストでオペレータの判断が不正確で
ある場合、 標準以下の出力に劣化する場合があります。
手順については、 4-9  ページの 「手動による較正」 を参照

して ください。

• [Service Calibrations] ( サービスの較正 ) - ヘッ ド高、

メディア厚さセンサ、 サービス ステーシ ョ ンの 3 つのサー

ビスを較正できます。 最善の結果を得るために、 次の 3 つ
の較正をすべて、 同じ順序で実行します。 手順については、
4-27  ページの 「サービスの較正」 を参照して ください。

• [AutoTune] ( 自動調整 ) ( ロールフ ィード メディアのみ ) - 
一定回数の印刷が行われた後に、 ノズル保守を自動的に
実行するようにスケジュールします。 手順については、
4-4  ページの 「AutoTune」 を参照して ください。

• [Calibration Summary] ( 較正サマリー ) - AutoSet 較正テス

ト  パターンとともにサマリー情報を印刷するか、 またはプ

リン ト  サーバー上のログ ファイルに登録データまたはノズ

ル データを送信します。

• [Configure for Profile Creation] ( プロファイル作成に関す

る設定 ) ( カッ トシート印刷の場合のみ ) - 各較正印刷後に

シート を排出するのではな く、 すべての較正印刷を同じ
カッ ト  シートに印刷します。 RIP から印刷ジ ョブを受信し

た場合、 またはロールフ ィード  メディアがロード されてい

る場合に、 すべての較正印刷が完了した後、 自動的に無効
になります。 ユーザーは、 線形化の開始後に乾燥を待つため

の遅延時間を指定できます。
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[Printer Settings]
( プリンタの設定 )

このメニューを表示するには、 [ フロン ト  ページ ] 画面で 
[Settings] ( 設定 ) ボタンを押します。 [Printer Settings] ( プリン

タの設定 ) では、 プリンタが動作する方法を制御するさまざま

なオプシ ョ ンを設定できます。 メディア ウィザードにより保存

された設定は、 マージンの [MEDIA WIZARD] ( メディア ウィザード ) 
により示されます。

[MEDIA WIZARD] ( メディア ウィザード ) • [Platen Vacuum Control] ( プラテン吸引制御 ) - 吸引用ファ

ンをオンにし、 ファン速度を増減できます。 メディアがゆが

んでプラテンから浮き上がる場合は速度を上げ、 メディア
に座屈またはしわがある場合は速度を下げます。 軽量のメ

ディアのために吸引用ファンをオフにします。

オプショ ンで、 [Leading Edge Static Control] ( 先端静的制御 ) 
を有効にして、 硬質メディア印刷時に先端でのファイン テ
キスト 領域のオーバースプレーを軽減できます。 これにより 、

メディアの先端がプラテンの前端を通過するまで、 プラテ
ンの吸引レベルが低下します。 適切なメディア フ ィードの

ためにメディアで最大の吸引処理が必要な場合は無効に
します。

[MEDIA WIZARD] ( メディア ウィザード ) • [Printing Delay] ( 印刷遅延 ) - パス間でのメディアの冷却を

可能にし、 硬質メディアのゆがみまたはロールフ ィード  メ
ディアの巻き上がりを防ぐために、 スループッ ト  ( メディア

送り速度 ) を遅く します。

• [Gutter Settings] ( 溝設定 ) - 上溝と側溝の状態を決定します。

• [Top Gutters] ( 上溝 ) - 印刷上端の溝データのオン / オフ

を切り替えることができます。 これにより、 ジ ョ ブ名、
インク、 メディア、 印刷日時、 印刷モード、 ランプ設定、
プリンタ、 組み込みソフ トウェアのバージ ョ ン、 ファイ
ン テキストおよび鋭角の使用状況と、 他のデータ用の未

書き込み部を表示できます。

• [Side Gutters] ( 側溝 ) - 側溝パターンのサイズを

[Narrow] ( 狭 )、 [Medium] ( 中 )、 または [Wide] ( 広 ) 
に設定するか、 [Off] ( オフ ) に設定します。 側溝のパ

ターンにより、 印刷イメージ領域外側のパターンでイン
ク  ノズルからインクを発射するために、 インク  ノズル

を開いたまま維持できます。
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• [Margin Settings] ( マージン設定 )

• [Space Between Prints] ( 印刷の間隔 ) ( ロールフ ィード

のみ ) - 0 ～ 25 cm (0 ～ 10 インチ ) の間で、 印刷ジ ョ ブ

間の空白を設定します。 グリ ッ ト  ローラーの跡がメディ

アに付かないように、 8.26 mm (3.25 インチ ) 以上の空

白を開けることをお勧めします。

• [Right and Left Margin] ( 左右のマージン ) - 左右のマージ

ンの空白の大きさを設定します。 ロールフ ィード  メディ

アの場合は 6 ～ 127 mm (0.25 ～ 5 インチ )、 硬質カッ ト

シート  メディアの場合は 0 ～ 127 mm (0 ～ 5 インチ ) 
です。

左右のマージンを 0 に設定した場合 ( カッ トシート  メ
ディアのエッジ - エッジ印刷 )、 [Overprint] ( 重ね印刷 ) 
の値を入力するように求めるプロンプ トがプリンタに表
示されます。 これは、 シート がわずかにゆがんでいる場合、

完全に長方形でない場合、 または他のエラーが存在する
場合に、 空白領域の発生を回避するために印刷メディア
の端をはみ出す大きさです。

注意 カッ トシート  メディアに印刷した後にロール
フ ィード  メディアをロード した場合、 左右のマー
ジンは自動的に 6 mm (0.25 インチ ) にリセッ ト さ
れます。 こ う した場合でもマージンは、 いつでも
変更できます。

• [Leading Margin] ( 先頭のマージン ) - カッ トシート  メ
ディアの先頭のマージンを 0 ～ 38 cm (0 ～ 15 インチ ) 
の範囲で定義します。

• [Trailing Margin] ( 末尾のマージン ) - カッ トシート  
メディアの末尾のマージンを 15.3 ～ 61.0 cm 
(6.0 ～ 24.0 インチ ) の範囲で定義します。

ヒン ト 右側マージン  (水平方向 (x 方向 ) の右端からの距離 ) 
および先頭マージン ( 垂直方向 (y 方向 ) の先端から
の距離 ) を設定することにより、 メディアの任意の
場所にイメージを配置できます。 プリンタからの
排出時にイメージは上下逆さまに現れるので、
この時点でイメージの左上隅が見えます。
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• [Print Position] ( 印刷位置 ) - 印刷イメージがメディアの幅

全体にわたらない場合、 印刷イメージをメディアの右揃え
( プリンタ前面から見て。 コン ト ロール パネルまたは

ユーザー側に近い位置 )、 左揃え、 または中央揃えで

配置します。

• [Print White Space] ( 空白の印刷 ) - 通常の 「印刷」 カート

リ ッジ モーシ ョ ンを使用しないで、 ドキュ メン ト  ファイル

内の空白を越えてメディアを送るためのオプシ ョ ンです。
プリンタでは、 空白をスキップする前に、 すべての印刷領
域の硬化を終了します。

• [Head Height off Media] ( メディアからのヘッ ド高 ) -
メディアからプリン トヘッ ドまでの隙間を設定するために、
指定の高さにレールを自動的に上昇させます。 レールを下
げるとオーバースプレーが減少しますが、 メディアにヘッ
ドが接触する可能性が高まります。 双方向目盛りは、 この

値の変更に応じて自動的に調整されます。

• メディア出力センサ - メディアが途切れる前に印刷を終了す

るために、 メディアの末端を検出します。 センサで検出でき

ないメディア タイプ ( クリア タイプまたは反射性タイプ ) 
の場合、 またはセンサが誤動作する場合にのみ無効にします。

• [Measure Media Type] ( メディアの測定 ) - カッ トシート  
メディアの場合、 左側、 右側、 およびメディア先端を検出
するために、 3 つのレベルからいずれかのレベルの精度を選

択できます。 

• [Minimal] ( 最小 ) - メディアの幅を測定し、 手前右端を検

出します。 ゆがみは検出されません。

• [Standard] ( 標準 ) - ゆがみの評価のために 2 つの個所で

メディアの幅を測定し、 手前右端を検出します。

• [Maximal] ( 最大 ) - ゆがみを評価するために、 2 つの箇所

でメディアの幅を測定し、 右側の先端を検出します。

• [Maximal with Skew Reporting] ( 最大、 ゆがみレポート

有り ) - [Maximal] ( 最大 ) と同じですが、 コン ト ロール 
パネルにゆがみ量がレポート されます。

エッジ - エッジを印刷する場合、 最高速のスループッ ト を得

るときは [Minimal] ( 最小 ) を選択し、 最善の精度とゆがみ

検出を行う ときは [Maximal] ( 最大 ) を選択します 。
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• [Quality Check] ( 品質チェ ック ) - AutoTune エラーの処理

方法を指定します (4-4  ページの 「AutoTune」 を参照して く

ださい )。

• [Sleep Wait Time] ( スリープ待機時間 ) - スリープ 
モードに入る前に、 印刷ジ ョブを待機する期間を
設定します (3-6 ページを参照して ください )。

• [Expert/Novice Messages] ( エキスパート / ノービス メ ッ

セージ ) - ノービス モードでは、 警告 ( 印刷の中止を伴わな

い警告 )、 およびアクシ ョ ン ( 印刷を継続するためにユー

ザーの介入を必要とする条件 ) を示す [ 注意 ] キーが表示さ

れます。 エキスパート  モードでは、 アクシ ョ ンのみが表示

されるので、 アクシ ョ ンの対応後に 「[Proceed] ( 続行 ) を
押して ください」 というプロンプ トが提示される回数が減
少します。 デフォルトは、 ノービス モードです。

エキスパート  モードでは、 [ 注意 ] キーに警告が表示されな

いので、 メニューから  [Warnings & Actions] ( 警告および

アクシ ョ ン ) を選択することにより有効な警告およびアク

ショ ンを表示できます。 アクショ ンと警告の詳細については、

3-2  ページの 「概要」 を参照して ください。

• [Localization] ( ローカライズ ) - コン ト ロール パネルに表

示されるデータで測定、 日時フォーマッ ト、 および吸引圧
の単位について、 ヤード  ポンド単位かメートル単位を設定

します。

• [Automatic Eject] ( 自動排出 ) ( カッ トシート印刷の場合の

み ) - 有効にすると、 印刷ジ ョ ブの終了時にシートが自動的

に排出されます。 無効にした場合、 次のジ ョ ブを完了するた

めの十分な余地がな く なるまで、 次のジ ョブが同じシート
に印刷されます。

• [Low Ink Warning] ( インク少量警告 ) - プリンタでコン ト

ロール パネルに 「インク少量」 メ ッセージを表示するイン

ク供給ボックスのインク残量を定義します。

• [UV Lamps Idle Time] (UV ランプ アイ ドル時間 ) - 印刷後

にランプが自動的にオフになるまでの時間を設定します。
このアイ ドル時間は、 1 ～ 8 分に設定できます。 複数のジ ョ

ブを印刷している場合で、 印刷間でランプのウォームアッ
プのために待機が必要なときは、 このアイ ドル時間を増や
します。 単一のジ ョブを印刷する場合は、 このアイ ドル時間

を減少させます。
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• [Printer Name] ( プリンタ名 ) - コン ト ロール パネルおよび 
RIP に表示されるプリンタ名を変更するためのキーパッ ドが

示されます。

• [Restore All Defaults] ( すべてのデフォルトの復元 ) - すべ

ての [Printer Configuration] ( プリンタの設定 ) 設定を出荷時

のデフォルト値に戻し、 すべての登録データを  0 にします。 
このオプシ ョ ンを実行した後、 AutoSet または手動による較

正を実行することにより、 すべてのプリン トヘッ ド較正値
を再確立する必要があります。

[Tools] ( ツール ) このメニューを表示するには、 [ フロン ト  ページ ] 画面で 
[Tools] ( ツール ) ボタンを押します。

• [Turn On Lamps/Turn Off Lamps] ( ランプのオン / ランプ

のオフ ) - プリンタで印刷ジ ョ ブが検出されたときに自動的

に UV ランプのオン / オフを切り替えるのではな く、 手動で

切り替えることができます。 たとえば、 RIP から印刷ジ ョ ブ

を送信する前にランプをオンにしてウォームアップを行っ
たり、 1 日の最後のジ ョブを完了した後でランプをオフにし

たりできます。

• [System Information] ( システム情報 ) - プリンタの現在の

ステータス情報が表示されます。 また、 [ フロン ト  ページ ] 
画面でステータス サマリーを押すことにより、 この情報を

表示できます。

[Maintenance] ( 保守 )
• [Access Printheads] ( プリン トヘッ ドのアクセス ) - プリン

トヘッ ド  カート リ ッジをプラテン中央に移動します。

• [Perform An Air Purge] ( エア パージの実行 ) - エアでプリ

ン トヘッ ドをパージします。

• [Print Recover Jets Pattern] (回復ノズル パターンの印刷 ) 
- 喪失したインク  ノズルを回復するための特別なパターンを

印刷します。 このパターンの印刷後に、 ノズル チェ ック  パ
ターンが印刷されます。

• [Print Jet-Out Lines] ( ノズルアウト  ラインの印刷 ) - いず

れかのバージ ョ ンのノズル チェ ック  パターンを印刷します 
(3-4 ページを参照してく ださい )。 代替された喪失ノ ズルは、

黒い四角形で印を付けられます。
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• [Print Media Skew Lines] ( メディア スキュー ラインの

印刷 ) - 印刷が終了するまで、 メディア幅一杯に方向を交互

にして平行線のスワスを連続的に印刷します。 スワスが相互

に平行でない場合、 メディアがゆがみます ( フ ィードが

直線的に行われません )。 スワス間に大きな空白がある場合、

またはスワスが重複している場合、 メディアの送りを較正
する必要があります。

• [Reset UV Lamp Hours] (UV ランプ時間のリセッ ト ) - ラン

プの経過作動時間クロッ クをゼロにリセッ ト します。 UV ラン

プが一定期間作動すると、 プリンタに警告メ ッセージが表示
されます。 UV ランプによりインクが硬化しなく なったら、

UV ランプを交換する必要があります。 各ランプの

総作動時間を表示するには、 フロン ト  ページで [Status] 
( ステータス ) キーを押し、 該当箇所までページを前に

進めます。

• [Clean Grit Rollers] ( グリ ッ ト  ローラーの清掃 ) - ( メディ

アをロードせずに ) グリ ッ ト  ローラーを清掃するために、

グリ ッ ト  ローラーを連続的に送ります。

• [Printheads Procedures] ( プリン トヘッ ド手順 )

• [Load Ink in All Heads] ( すべてのヘッ ド にインクをロード ) 
- 最初のプリンタの設置時と同様に、 すべてのプリン ト

ヘッ ドにインクを充てんします。

• [Fill Heads with Ink] - 1 基以上の選択したプリン トヘッ ド

にインクを充てんします。

• [Empty Heads (Fill With Air)] ( ヘッ ド の排出 )(エア充てん ) - 
プリン トヘッ ドにエアを充てんします。
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[User Diagnostics] ( ユーザー診断 )
[User Diagnostics] ( ユーザー診断 ) では、 技術サポートを呼び

出す前に問題を診断するための対話的なト ラブルシューテ ィ ン
グ プログラムを提供します。 一連のテスト を通じて、 特定のプ

リンタ機能をチェ ックします。 プリンタでは、 問題を診断し、
対処方法を提示するために、 簡単なテスト を実行して観察を行
うように求めるメ ッセージが表示されます。 このテストは、
次のセクシ ョ ンから成ります。

• [Printhead Jet Statistics] ( プリント ヘッ ド  ノ ズル統計情報 )

• [VideoNet Status] (VideoNet ステータス )

• [VideoNet Connection] (VideoNet 接続 )

• [Carriage Motion] ( カート リ ッジ モーシ ョ ン )

• 較正

• [Vacuum Pressure] ( 吸引圧 )

• [Warnings and Actions List] ( 警告およびアクシ ョ ン

リス ト ) - すべてのアクシ ョ ンと警告、 および原因と

回復手順を示すリス トです。

• [Error History] ( エラー履歴 ) - プリンタの前回の電源オン

時から発生したエラーのリス ト を表示します。

• [Log Error History] ( エラー履歴のログ ) - 技術サポート担

当者による ト ラブルシューテ ィングのために、 プリンタが
稼働してから発生したすべてのエラーを含むファイルを書
き込みます。 このファイルは、 HP Software RIP を実行する

コンピュータ上の次の場所に保存されます。

c:\program files\kodiak\logs\c3.txt
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[Print Menus]
( 印刷メニュー )

このオプシ ョ ンは、 参照用にすべてのメニュー オプシ ョ ンを階

層ツリー形式で印刷します。

[Service Printer]
( プリンタのサービス )

これらの機能は、 工場出荷時、 サービス、 および技術サポート
用にのみ使用します。

[Warnings & Actions]
( 警告およびアクシ ョ ン )

エキスパート  モードでは、 メニューから  [Warnings & 
Actions] ( 警告およびアクシ ョ ン ) を選択することにより、

現在のすべての警告、 変更、 およびアクシ ョ ンに関するメ ッ
セージを表示できます。 ノービス モードでは、 [ フロン ト  
ページ ] 画面で [ 注意 ] アイコンを押すと、 こ う したメ ッセー

ジを表示できます。

アクシ ョ ンと警告の詳細については、 3-2  ページの 「概要」

を参照して ください。

エキスパート / ノービス メ ッセージ モードの詳細については、

3-15 ページを参照して ください。
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 4 章

プリンタの較正
この章では、 可能な最善の出力を得るために、 プリンタを較正する方
法について説明します。

• 較正を行う時期 (4-2 ページ )

• AutoJet (4-3 ページ )

• AutoTune (4-4 ページ )

• 自動較正 (4-6 ページ ) - [AutoBiDi Calibration] (AutoBiDi 較正 )、
AutoH2H ( ヘッ ド  ツー ヘッ ド ) 較正、 AutoJet 較正、 完全 AutoSet

• 手動による較正 (4-9 ページ ) - [Media Feed] ( メディア フ ィード )、
[Manual BiDi Registration] ( 手動による双方向登録 )、 [Manual X 
Head Registration] ( 手動による X ヘッ ド登録 )、 [Manual Jet 
Mapping] ( 手動によるノズル配置 )、 [Default Registration Data] 
( デフォルト登録データ )

• 線形化 (4-26 ページ )

• サービスの較正 (4-27 ページ ) 
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較正を行う時期

実行する時期 較正 機能

大量のグループの印刷ジョブを印
刷する場合

AutoTune (4-4 ページ ) 長期間にわたる印刷中に自動ノズ
ル保守を行います。

新しいメディアをロードする場合 
( ただし、 同じ メディアの新しい

ロールをロードする場合は
除きます )

線形化 ( サード  パーティー RIP ま
たは HP RIP については、 ドキュ メ

ン ト  を参照して ください )。

色の線形化を行います。

注意 : 最大の精度を得るために、

色パッチを確認する前に、 ファン
によりフォ トダイオードを冷却す
る必要があります。 左の UV 硬化ラ

ンプが 10 分以上点灯していた場合、

読み取り前にフォ トダイオード冷
却ファンが 12 分間作動します。

それ以外の場合は、 ファンは 
7.5 分間作動します。 コン ト ロール 
パネルには、 フォ トダイオードの
冷却中にカウン トダウン タイマー

が表示されます。

帯状のノイズ メディア フ ィード  (4-10 ページ ) メディアの送りを較正します。

出力品質が低い ( 色の明らかなズレ、

帯状ノイズ )
自動較正 (4-6 ページ ) プリン トヘッ ドの位置とインク ノ

ズルを較正します。 また、 必要に
応じて手動による較正を実行でき
ます。

プリン トヘッ ドが移動または交換
された場合

[Auto Bidirectional] ( 自動双方向 ) 
(4-6 ページ ) または 
[Manual Bidirectional] 
( 手動双方向 ) (4-12 ページ )

ヘッ ド較正。 透明なメディア、 およ
びオンボード  デジタル イメージ セ
ンサにより較正できないその他のメ
ディアを較正する場合に手動により
実行します。

自動較正により印刷品質が向上し
ない場合、 透明なメディア、 また
はプリンタにより検出できないそ
の他のメディアに印刷する場合

[Manual Calibrations] 
( 手動による較正 ) (4-9 ページ )

プリン トヘッ ドの位置を調整し、
特定のインク ノズルのマップ アウ

トを行う ことができます。 「検出で
きない」 メディアに印刷する場合
を除いて、 通常は不要です。
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AutoJet AutoJet では、 正常に発射しないか、 またはまった く発射しな

いインク ノズルを検出します。 以降の印刷では、 他のノズルの
代用によりこ う したノズルが補正され、 印刷速度を低下させる
ことな く、 最高の印刷品質が保証されます。

また、 [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) メニューから、

喪失したノズルを手動で特定、 マップできます (4-18 ページの

「[Manual Jet Mapping] ( 手動によるノズル配置 )」 を参照して

ください )。 また、 AutoJet で検出および代替されない脆弱なノ

ズルまたは方向の誤ったノズルを手動でマップした方が良い場
合があります。

ノズル交換は、 ビルボード  モードでは使用できません。

AutoJet を実行するには、 次の手順に従います。

• [Auto Calibrations] ( 自動較正 ) メニューから、 [AutoJet 
Calibration] (AutoJet 目盛り ) を選択します (4-6 ページの

「自動較正」 を参照して ください )、 または

• AutoTune スケジューラにより  AutoJet を自動的に実行します 
(4-4 ページの 「AutoTune」 を参照して ください )。

ヒン ト AutoJet は、 透明なメディア、 および多くの半透
明なメディアで動作しません。 こ う した場合は、
印刷のために透明 / 半透明なメディアをロード
する前に、 手動によるノズル配置を実行するか、
または不透明なメディアに対してノズルをマッ
プします。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、 メニューの [Auto Calibrations] ( 自動較正 )、
[AutoJet Calibration] (AutoJet 目盛り ) を押します。

2. プリンタで AutoJet テスト  パターンが印刷されます。

3. プリンタにより  AutoJet テスト  パターンが読み取られ、

すべての喪失したノズルが使用可能な作動ノズルにマッ
プされます。

コン ト ロール パネルには、 この処理の進行状況が全体に対

するパーセン ト値で表示されます。

4. プリンタで AutoJet レポートが印刷されます。
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AutoTune AutoTune では、 指定の間隔で AutoJet 保守を自動的に実行し

ます。 AutoJet エラーに対処するために、 ( ユーザーの介入の

有無にかかわらず ) 品質チェ ック  モード機能を使用できます。

[AutoTune] は、 ロールフ ィード  メディアがロード されている

場合に限り メニューに表示されます。

1. [ フロント  ページ ] 画面で、 [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し、

メニューで [AutoTune] ( 自動調整 ) を押します。

コン ト ロール パネルに、 AutoTune のステータス ( オフま

たは現在の間隔 ) が表示されます。

2. AutoTune の間隔を設定するために、 [] または [] を押し

ます。

3. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルに確認のメ ッセージが表示されます。

設定が完了しました。

4. [Front Page] 画面が表示されるまで、[] ( メ ニュー アウト ) 
キーを繰り返し押します。 [Online/Offline] ( オンライン / オフ

ライン ) ボタンを押し、 プリンタを準備完了状態に戻します。

注意 AutoTune を有効にした場合、 コン ト ロール 
パネルから手動で開始したかどうかにかかわらず、
スケジュールに従って実行されます。
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[Quality Check]
( 品質チェ ック )

AutoJet を手動で実行した場合、 ノズルまたは位置の調整に問

題があるときは、 その対応を求めてソフ トウェアにより通知さ
れます。 スケジュールされた間隔で AutoTune により  AutoJet 
を実行する場合、 AutoJet エラーを処理するために品質チェ ッ

ク機能を使用できます。

品質チェ ックを有効にすると、 動作するノズルにより代替され
ていない喪失したノズルが検出された場合、 または双方向の較
正が実行されていない場合に、 コン ト ロール パネルでオペレー

タに警告するか、 または HP RIP ソフ トウェア上の注意キュー

にジ ョブを送ることができます。

1. [ フロント  ページ ] 画面で [Settings] ( 設定 ) キーを押してか

ら、 メ ニューの [Quality Check] ( 品質チェッ ク ) を押します。

コン ト ロール パネルに、 [Quality Check] ( 品質チェ ック ) 
オプシ ョ ンが表示されます。

• [Attended Mode] ( 注意モード ) - ユーザーは、 エラーを

確認してジ ョブを印刷する場合に ( ジ ョブが保留中であ

る場合 )[] ( 続行 ) () を押し、 印刷をキャンセルする場

合に [] ( キャンセル ) を押す必要があります。

• [Unattended Mode] ( 非注意モード ) - ユーザーによるエ

ラーの確認は必要ありません。 品質チェ ックが失敗した

場合、 印刷ジ ョブは HP RIP の注意キューに送信され、

「未較正のプリンタ」 の処理が行われます ( この機能は、

非 HP RIP ではサポート されない場合があります )。

• [OFF] ( オフ ) - 品質チェ ックは実行されず、 すべての

ジ ョ ブが印刷されます。

2. [Quality Check] ( 品質チェ ック ) オプシ ョ ンを選択します。

3. [Front Page] 画面が表示されるまで、[] ( メ ニュー アウト ) 
キーを繰り返し押します。 [Online/Offline] ( オンライン /
オフライン ) ボタンを押し、 プリンタを準備完了状態に

戻します。
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自動較正 プリンタの圧電式プリン トヘッ ドは、 工場出荷時に位置調整さ
れます。 ヘッ ドおよび双方向の較正は、 ほとんど必要ありませ
ん ( たとえば、 カート リ ッジ内でヘッ ドを移動したか、 交換し

た場合など )。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、 メニューの [Auto Calibrations] ( 自動較正 ) を押し

ます。

2. いずれかの自動較正を選択します。

• [AutoBiDi (bidirectional) Calibration] ( 自動双方向

目盛り ) - ( カート リ ッ ジの移動方向にかかわらず ) 各動作

ノ ズルの発射が正確に同じ位置で行われるよう にします。

• [AutoH2H (head-to-head) Calibration] ( 自動 H2H 
目盛り ) - プリン トヘッ ド相互の位置を調整します。

• [AutoJet Calibration] (AutoJet 目盛り ) - 喪失したノズ

ルを特定し、 動作するノズルで代替します。 これは、 [
フロン ト  ページ ] 画面で [AutoJet] ボタンを押したとき

に実行される較正と同じです (4-3 ページの 「AutoJet」 
を参照して ください )。
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• [Full AutoSet] ( 完全 AutoSet) - 3 つの較正すべてを順

に実行します。 プリンタでは、 テス ト  パターンを印刷し

た後、 それを読み取り、 必要な調整またはノズルの代替
を行います。 較正の完了後、 次のデータを示すレポート

が印刷されます。

• [Calibration results] ( 較正の結果 ) - メ ッセージ

「 SUCCESSFUL CALIBRATION」 ( 較正が成功しまし

た )、 またはエラー メ ッセージなどを示すサマリー。

• 日時、 ソフ トウェアのバージ ョ ン、 およびプリンタの
タイプを示すヘッダ

• [Calibration detail] - 各ヘッ ドの較正データ。 AutoJet 
の詳細では、 AutoJet によりマップ アウト されたノズ

ルの数、 オペレータにより永続的にマップ アウト され

たノズルの数、 およびさまざまな印刷モードで (jetout 
の観点から ) ヘッ ドが使用可能であるかどうかがレ

ポート されます。 高品質モード  ( 生産モードおよび高

品質モード ) では、 ノズル代替機能を使用するため、

ビルボード  モードよりも多数のノズルがマップ アウ

ト していても正常に印刷できます。

• [AutoSet Summary] (AutoSet サマリー ) - これを有効に

した場合、 AutoSet テスト パターンの後、 [Full AutoSet] 
( 完全 AutoSet) 較正の結果表が印刷されます。 [AutoSet 
Summary] (AutoSet サマリー ) を有効にした場合、 詳細な

較正データの表示 / 非表示を切り替えることができます。
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図 4-1. 自動較正のパターンおよびレポート
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手動による較正 このメ ニューから較正を実行した場合は、 較正テスト  パターンを

視覚的に評価し、 コント ロール パネルから較正値を入力します。

注意 手動による双方向の較正および X ヘッ ドの較正は
時間がかかり、 エラーが頻繁に発生しますが、 透
明なメディア、 またはプリンタのデジタル イ メー
ジ センサで較正できないその他のメディアを較正
する場合に必要になります。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、メニューの [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) 
を押します。

[Manual Calibration] ( 手動による較正 ) メニューには、

次のオプシ ョ ンが含まれます。

• [Media Feed Calibration] ( メディア フ ィード較正 ) 
(4-10 ページ ) - 印刷の帯状ノイズを抑制するためにメ

ディアの送り精度を較正します。

• [Manual Bidi Registration] ( 手動による双方向登録 ) 
(4-12 ページ ) - AutoBiDi 目盛りの手動による機能バー

ジ ョ ン。

• [Manual X Head Registration] ( 手動による  X ヘッ ド 登録 ) 
(4-10 ページ ) - AutoH2H 目盛りの手動による機能バー

ジ ョ ン。

• [Manual Jet Mapping] ( 手動によるノズル配置 ) 
(4-18 ページ ) - AutoJet の手動による機能バージョ ン。

• [Print Jet-Out Lines] ( ノズルアウト  ラインの印刷 ) 
(4-25 ページ ) - いずれかのバージ ョ ンのノズル 
チェ ック  パターンを印刷します。 代替された喪失ノ

ズルは、 黒い四角形で印を付けられます。

• [Default Registration Data] ( デフォルト登録データ ) 
(4-25 ページ ) - すべての登録データを  0 に設定します。

較正およびノズル配置の後、 ( プリン ト  サーバーまたは 
RIP によるサポートに従って ) 線形化または色の較正を実

行します。
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[Media Feed Calibration]
( メディア フ ィード較正 )

この較正では、 メディアの送り精度を較正できます。 不正確な
メディア送りにより、 印刷スワス間に空白 ( 送りが大きすぎる

場合 )、 またはスワスの重複 ( 送りが小さすぎる場合 ) が生じる

ことがあります。 メディア ウィザードでは、 メディア タイプ別

にこの値が保存され、 メディア フ ィード番号 (MFN) が表示さ

れます。 この番号は、 以降の入力のためにメモしてお く ことが
できます。

メディア フ ィード番号により、 再較正を行わな く ても、 既知の

適切なメディア フ ィード設定を短時間で指定できます。 たとえ

ば、 メディア タイプ別、 またはメディア タイプと供給ロール (
全、 半、 ほぼ空 ) 別にメディア フ ィード番号のリス ト を維持で

きます。

ヒン ト また、 印刷ジ ョブの印刷中にメディアの送りを
調整できます。 コン ト ロール パネルで [increase 
advance] ( 送り増 ) ボタンまたは [decrease 
advance] ( 送り減 ) ボタンを繰り返し押して、
印刷スワス間の空白または重複を除去します。 
この操作に応じて、 コン ト ロール パネルのメ
ディア フ ィード番号が変更されます。

1. [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) メニューで、

[Media Feed] ( メディア フ ィード ) を反転します。

2. [] ( メニュー イン ) キーを押して、 オプシ ョ ンを選択

します。

ステッチ パターン - 最初に、 較正するモードに応じてプリ

ンタでスワスの以下の番号を印刷できます。

• 高品質モードでは 16 スワス、 または 

• 生産モードでは 8 スワス

次に、 スワス間に空白が現れるまで、 [] キーを押して送

りを増加させます。 

最後に、 [] キーを押して、 空白がな く なるまで送りを減

少させます。 ただし、 ( 重複の存在を示す ) 暗い線がスワス

間に現れないようにします。 これにより、 供給ロールのサ

イズの縮小とともに、 メディアの送りを段階的に減少させ
ることができます。
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ステッチ パターンの印刷を一時停止し、 再開できます。

[34-inch (900 mm) calibration] (900 mm (34 インチ ) 
目盛り ) - 正確な金属定規により長さを確認できるよう に、

250 mm (10 インチ ) のテスト  パターンを印刷します。 
メ ディ ア Web からパターンをカッ ト した後、 測定を行い、

パターンの長さが正確に 900 mm (34 インチ ) になるまで、

必要に応じてメディアの送りを調整します。

[10-inch (250 mm) calibration] (250 mm (10 インチ ) 
目盛り ) - 正確な金属定規により長さを確認できるように、

250 mm (10 インチ ) のテスト  パターンを印刷します。 
これは、 900 mm (34 インチ ) の目盛りほど正確ではあり

ませんが、 使用メディアが少な く て済みます。 測定を行い、

パターンの長さが正確に 10 インチ (250 mm) になるまで、

必要に応じてメディアの送りを調整します。

図 4-2. 目盛線間の測定
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[Input MFN] ( 入力 MFN) - 前回のメディア フ ィード較正後

に表示されたメディア フ ィード番号を入力することで、

再較正を実行しないでその設定を復元できます。

ヒン ト メ ディ ア  Web から  250 mm (10 インチ ) のパターン
をカッ ト することを避けるために、 印刷済みパター
ンからマークをレターサイズ ( または A4) 用紙の長
端にコピーします。 次に、 転送したマークを測定
し、 マークが正確に 250 mm (10 インチ ) の間隔に
なるまで必要に応じてメ ディ ア送りを調整します。

[Manual BiDi
Registration]

( 手動による双方向登録 )

双方向の登録は、 X 軸 ( プリン トヘッ ド移動方向 ) に沿って両

方向に正確なド ッ ト配置が得られるように、 各プリン トヘッ ド
の位置を調整する機能です。

双方向登録パターンは、 一連の垂直線から構成されます。 この
パターンの半数のピクセルが一方の方向、 他の半数のピクセル
が他方の方向に印刷されます。 ピクセルの位置が正確に調整さ
れている場合、 パターンは明瞭になります。 ド ッ トの位置が調
整されていない場合、 パターンは不明瞭で不鮮明になります。

注意 AutoBiDi 目盛りは、 この較正の自動機能バージ ョ
ンです。 この手動による較正を実行する前に、 まず 
AutoBiDi を使用してみてく ださい ( 詳細については、
4-6 ページの 「自動較正」 を参照して ください )。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、メ ニューの [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) 
を押します。

2. メニューの [Manual BiDi Registration] ( 手動による双方向

登録 ) を押します。

コン ト ロール パネルに、 次のプロンプ トが表示されます。

Print a manual bidi registration page? 
( 手動による双方向の登録ページを印刷しますか ?)
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3. [] ( 続行 ) を押します。

プリンタで、 選択した較正パターンが印刷されます。

4. 目盛りページが印刷されると、 コン ト ロール パネルに次の

プロンプ トが表示されます。

Bidi registration ( 双方向登録 ) Head 1: 0 ( ヘッ ド  1: 0)

5. 現在のヘッ ドに対する双方向登録パターンを調べ、 完全な
配置に最も近いパターンを決定します。

パターン内のラインが見に くい場合があるので、 プリンタ
のルーペを使用してパターンを選択します。

図 4-3. BiDi 登録パターン 
(1 色あたり  2 ヘッ ド、 6 色バージョ ン )
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6. 完全な配置に最も近いパターンの隣の番号が表示され
るまで、 コン ト ロール パネルで [] キーまたは [] 
キーを繰り返し押します。

たとえば、 パターン +2.0 が完全な配置に最も近い場合は、

[] キーを押して次の表示に変更します。

双方向登録 ヘッ ド  1: +2

プリン トヘッ ドの配置が非常に大き くズレている場合、
整列したパターンが表示されない場合があります。 平行線

は名目上 5 ピクセル離れているので、 パターン番号に 
+5 または -5 を追加することで、 色付き線を次の線まで

左右にシフ トできます。 また、 ヘッ ドが正し く配置される
まで、 ヘッ ドが小幅に移動する双方向登録を繰り返し実行
できます。

7. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルのメ ッセージごとに、 ヘッ ド番号が 
1 ずつ増分します。

8. 各ヘッ ドについて、 ステップ 5 ～ 7 を繰り返します。

すべてのヘッ ドに登録値を入力すると、 コン ト ロール パネ

ルに次のメ ッセージが表示されます。

Registration Successful ( 登録が成功しました )
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[Manual X Head
Registration] ( 手動による

X ヘッ ド登録 )

最適な印刷品質を得るには、 インクの各飛沫を正確に位置決め
することが不可欠です。 プリン トヘッ ド  アセンブリのすべての

プリン トヘッ ドを相互に X 方向 ( プラテンの長さ方向 ) に登録

した場合にのみ、 こ う した位置決めが可能になります。

これは、 次の 2 段階のプロセスです。

• 登録パターンを印刷します。

• 各ヘッ ドの X 登録データを入力します。

注意 これは、 AutoH2H 目盛りの手動による機能バー
ジ ョ ンです ( 詳細については、 4-6 ページの
「自動較正」 を参照して ください )。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、メ ニューの [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) 
を押します。

2. メニューの [Manual X Head Registration] ( 手動による X 
ヘッ ド登録 ) を押します。

コン ト ロール パネルで、 手動による頭合せ目盛りページを

印刷するかどうか尋ねるメ ッセージが表示されます。

• 最近印刷した目盛りパターンが存在する場合は、 その
目盛りパターンを使用してヘッ ドを較正できます。 [] 
( キャンセル ) キーを押し、 次のステップ   に進みます。

• 新しい目盛りパターンを印刷する必要がある場合は、
[] ( 続行 ) キーを押します。 プリンタで目盛りページが

印刷されます。

目盛りページが印刷されると、 コン ト ロール パネルに次の

プロンプ トが表示されます。

Take readings from left side of pattern. 
( パターンの左側から読み取りを引用します。 )

3. [] キーを押します。

コン ト ロール パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

X Direction Registration (X 方向登録 ) Head 2: +0 ( ヘッ ド  2: +0)
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4. 現在のヘッ ドについて、 X 方向のパターン ( パターンの左

側のグループ ) を調査し、 完全な配置に最も近い色付き線

および黒線のパターンを決定します。

パターンが見に くい場合は、 プリンタのルーペ ( 虫めがね ) 
を使用します。 

図 4-4. サンプルのヘッ ド目盛りパターン
(1 色あたり  1 ヘッ ド、 6 色バージョ ン )
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5. 完全な配置に最も近いパターンの隣の番号が表示されるま
で、 コン ト ロール パネルで [] キーまたは [] キーを繰り

返し押します。

たとえば、 パターン -1 が完全な配置に最も近い場合は、

[] キーを押して次の表示に変更します。

X Direction Registration (X 方向登録 ) Head 2: -1 ( ヘッ ド  2: -1)

プリン トヘッ ドの配置が非常に大き くズレている場合、 整
列したパターンが表示されない場合があります。 黒い垂直
線は 5 ピクセル離れているので、 パターン番号に +5 また

は -5 を追加することで、 色付き線を次の黒線まで上下にシ

フ トできます。 また、 ヘッ ドが正し く配置されるまで、
ヘッ ドが小幅に移動する X 較正を繰り返し実行できます。

6. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルのメ ッセージごとに、 ヘッ ド番号が 
1 ずつ増分します。

7. 各ヘッ ドについて、 ステップ 4 ～ 6 を繰り返します。

すべてのパターンに登録値を入力すると、 コン ト ロール パ
ネルに次のメ ッセージが表示されます。

Registration Successful. ( 登録が成功しました )
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[Manual Jet Mapping]
( 手動によるノズル配置 )

喪失したノズルまたは発射しないノズルは通常、 AutoJet 目盛

りにより検出されます。 また、 [Manual Jet Mapping] ( 手動によ

るノ ズル配置 ) 機能を使用して、 手動でノ ズルをマッ プ  アウト

できます。 また、 AutoJet で代替されない脆弱なノ ズルまたは方

向の誤ったノ ズルを手動でマッ プした方が良い場合があります。

ヒン ト AutoJet は、 この目盛りの自動機能バージ ョ ンです 
( 詳細については、 4-3 ページの 「AutoJet」 を参照
して ください )。

ヒン ト 最善の結果を得るために、 ノズル チェ ック  パ
ターンを印刷し、 最大数の動作ノズルを維持す
るために必要に応じてプリン トヘッ ドをパージ
します。 手順については、 2-27 ページの 「ノズ
ルの健全性のチェ ック」 を参照して ください。

1. [ フロン ト  ページ ] 画面から  [Calibrate] ( 較正 ) キーを押し

た後、メ ニューの [Manual Calibrations] ( 手動による較正 ) 
を押します。

2. メ ニューの [Manual Jet Mapping] ( 手動によるノ ズル配置 ) 
を押します。

コン ト ロール パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

Print Jet Map? ( ノズル マップを印刷しますか ?)
最近印刷した目盛りパターンが存在する場合は、 その目盛
りパターンを使用してヘッ ドを較正できます。 [] ( キャン

セル ) キーを押し、 次のステップに進みます。 こ う した

目盛りパターンが存在しない場合は、 [] を押します。
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プリンタで、 ノ ズル マップ  テスト  パターンが印刷されます。

ライン セグメン トが存在しないか途切れている場合、

その隣りに示されているノズル番号がアウトです。
コード文字が示されている場合は、 さらに詳細な
情報が提示されています。

R - 代替は行われていません。

S - ユーザーが 「ソフ ト」 な jetout を失格させました。

H - ユーザーが 「ハード」 な jetout を失格させました。

D - AutoJet により失格 ( および代替 ) されました。

「 ソフト 」 不良ノ ズルは、 過去のパフォーマンスに基づいて、
一時的に停止していると思われるノ ズルです。 「 ハード 」 不

良ノ ズルは、 永続的に停止していると思われるノ ズルです。

図 4-5. サンプルのノズル配置パターン ( ヘッ ド  1)
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3. 目盛りパターンが印刷されると、 コン ト ロール パネルに次

のオプシ ョ ンを含むメニューが表示されます。

• [Report individual soft bad jets] ( 個別のソフ ト不良ノ

ズルのレポート ) - 「 ソフト 」 不良ノ ズルのレポート を有

効にします。「 ソフト 」 不良ノ ズルは、 動作することが 
AutoJet により検出されると、 自動的に再有効化されます。

• [Report individual hard bad jets] ( 個別のハード不良ノ

ズルのレポート ) - 「ハード」 不良ノズルのレポート を有

効にします。 「ハード」 不良ノズルは、 AutoJet による

チェ ック、 再有効化は行われません。

• [View current bad jets] ( 現在の不良ノズルの表示 ) - 
指定のプリン トヘッ ドで不良ノズルのリス ト を表示
します。

• [Clear individual bad jets] ( 個別の不良ノズルの

クリア ) - ノ ズルをクリア  ( 良好としてマーク ) できます。

• [Clear all bad jets for a head] ( ヘッ ドの全不良ノズルの

クリア ) - 使用不可として現在マークされている選択した

ヘッ ドの全ノズルをクリア ( 良好としてマーク ) します。

• [Clear all bad jets for a head] ( ヘッ ドの全不良ノズルの

クリア ) - 使用不可として現在マークされている全ヘッ ド

の全ノズルをクリア ( 良好としてマーク ) します。

オプシ ョ ンを選択し、 対応する下記の手順に従います。

個別の不良ノズルのレポート

[Report Individual Bad Jets] (個別の不良ノズルのレポート ) 
を選択した場合、 コン ト ロール パネルに次のプロンプ トが

表示されます。

Head 1: ( ヘッ ド  1:)
Press Proceed to report a bad jet. ([Proceed] ( 続行 ) を押し
て不良ノズルのレポート を確認して ください。 )

4. [] および [] を押してヘッ ド番号を選択し、 [] ( 続行 ) 
を押します。

コン ト ロール パネルに、 不良ノズルの番号を入力するため

の数字キーボードが表示されます。
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5. ノズル番号を入力し、 [Enter] キーを押します。

6. ノズル番号の入力が終わったら、 [Esc] キーを押します。

コン ト ロール パネルに、 ヘッ ド選択メ ッセージが再表示さ

れます。 

7. [] および [] を押して次のヘッ ド番号を選択し、 [] 
( 続行 ) を押します。

8. レポートする不良ノズルを含む各ヘッ ドについて、 ステッ
プ 5 ～ 7 を繰り返します。

9. 不良ノズルのレポートが完了したら、 [] を押します。

コン ト ロール パネルに、 前のメニューが表示されます。

個別の不良ノズルのクリア

[Clear Individual Bad Jets] ( 個別の不良ノズルのクリア ) 
を選択した場合、 コン ト ロール パネルに次のプロンプ ト

が表示されます。

Head 1: ( ヘッ ド  1:)
Press Proceed to clear a bad jet. ([Proceed] ( 続行 ) を押し
て不良ノズルをクリアして く ださい。 )

10. [] および [] を押してヘッ ド番号を選択し、 [] ( 続行 ) 
を押します。

コン ト ロール パネルに、 不良ノズルの番号を入力するため

の数字キーボードが表示されます。

11. ノズル番号を入力し、 [Enter] キーを押します。

12. ノズル番号の入力が終わったら、 [Esc] キーを押します。

コン ト ロール パネルに、 ヘッ ド選択メ ッセージが再表示さ

れます。 
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13. [] および [] を押して次のヘッ ド番号を選択し、

[] ( 続行 ) を押します。

14. クリアする不良ノズルを含む各ヘッ ドについて、 ステップ 
11 ～ 13 を繰り返します。

15. 不良ノズルのクリアが完了したら、 [] を押します。

コン ト ロール パネルに、 前のメニューが表示されます。

現在の不良ノズルの表示

[View Current Bad Jets] ( 現在の不良ノズルの表示 ) を選択

した場合、 コン ト ロール パネルに次のプロンプ トが表示さ

れます。

Head 1: ( ヘッ ド  1:)
Press Proceed to view bad jets. ( 不良ノ ズルを表示するには、
[Proceed] ( 続行 ) を押します。 )

16. [] および [] を押してヘッ ド番号を選択し、 [] ( 続行 ) 
を押します。

コン ト ロール パネルに、 番号ごとに不良ノズルを示すメ ッ

セージが表示されます。

17. [] を押し、 ヘッ ド選択画面に戻ります。

18. 不良ノズルをチェ ックする各ヘッ ドについて、 ステップ 
16 および 17 を繰り返します。

19. 不良ノズルのクリアが完了したら、 [] を押します。

コン ト ロール パネルに、 前のメニューが表示されます。
4-22 手動による較正



ヘッ ドの全不良ノズルのクリア

[Clear All Bad Jets for a Head] ( ヘッ ドの全不良ノズルのク

リア ) を選択した場合、 コン ト ロール パネルに次のプロン

プ トが表示されます。

Head 1: ( ヘッ ド  1:) Press Proceed to clear all bad jets. 
([Proceed] ( 続行 ) を押してすべての不良ノズルをクリアし
て く ださい。 )

20. [] および [] を押してヘッ ド番号を選択し、 [] ( 続行 ) 
を押します。

コン ト ロール パネルで、 選択を確認するように求めるメ ッ

セージが表示されます。

21. [] を押します。

コン ト ロール パネルで、 ソフ ト不良ノズルに加えてハード

不良ノズルをクリアするかどうか尋ねるメ ッセージが表示
されます。 「ソフ ト」 不良ノズルは、 過去のパフォーマンス
に基づいて、一時的に停止していると思われるノズルです。 
「ハード」 不良ノズルは、 永続的に停止していると思われる
ノズルです。

22. [] を押すと、 ハード  ノズルおよびソフ ト  ノズルがクリア

されます。 [] を押すと、 ソフ ト  ノズルのみがクリアされ

ます。

コン ト ロール パネルには、 選択したプリン トヘッ ドでクリ

アされたノズルの番号がレポート されます。

23. [] ( 続行 ) を押します。

ヘッ ド選択画面が表示されます。

24. 他のすべてのプリン トヘッ ドについて、 ステップ 20 から  
23 を繰り返すか、 または [] を押してメ ニューに戻ります。
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すべての不良ノズルのクリア

[Clear All Bad Jets] ( すべての不良ノズルのクリア ) を選択

した場合、 コン ト ロール パネルに次のプロンプ トが表示さ

れます。

Are you sure you want to clear ALL reported bad jets? 
( レポート されたすべての不良ノ ズルをクリアしますか ?)

• [] を押してこの機能をキャンセルするか、 または 

• [] ( 続行 ) を押します。 コン ト ロール パネルに、 次の

メ ッセージが表示されます。

Do you want to clear the hard bad jets? 
( ハード不良ノズルをクリアしますか ?)

• [No] ( いいえ ) を押すと、 ソフ ト不良ノズルのみがクリ

アされます。

• [Yes] ( はい ) を押すと、 ハード  ノズルおよびソフ ト  
ノズルの両方がクリアされます。

コン ト ロール パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

All reported bad jets have been cleared. 
( レポート されたすべての不良ノ ズルがクリアされました。 )

25. [] ( 続行 ) を押します。

ノズルのマップが終わると、 コン ト ロール パネルに次のサ

マリーが表示されます。

x soft jets currently reported bad. 
( 現在のソフ ト不良ノズル x がレポート されました。 )
x hard jets currently reported bad. 
( 現在のハード不良ノズル x がレポート されました。 )
x new soft bad jets reported. 
( 新しいソフ ト不良ノズル x がレポート されました。 )
x new hard bad jets reported. 
( 新しいハード不良ノズル x がレポート されました。 )
x previous soft bad jets cleared. 
( 以前のソフ ト不良ノズル x がクリアされました。 )
x previous hard bad jets cleared. 
( 以前のハード不良ノズル x がクリアされました。 )
ここで x は、 ノズルの番号です。
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[Print Jet-Out Lines]
( ノズルアウト

ラインの印刷 )

このオプシ ョ ンは、 いずれかのバージ ョ ンのノズル チェ ック  
パターンを印刷します。 代替された喪失ノズルは、 黒い四角形
で印を付けられます。

[Default Registration
Data] ( デフォルト

登録データ )

このオプシ ョ ンにより、 すべての登録データがリセッ ト され
ます。 このオプシ ョ ンを実行した後、 登録データが存在しな
いので、 較正を実行することにより、 すべての較正値を再確
立する必要があります。
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線形化 イメージの濃度がハイライ トから網かけ、 または明るい濃淡か
らより暗い濃淡に変化するので、 こ う した領域がプリンタで予
測可能な ( 線形の ) 形式で正確に再現される必要があります線

形化 ( 色較正 ) プロセスでは、 想定濃度と印刷濃度が一致する

ことを確認するために、 色テスト  パッチの印刷および確認、

プリンタの較正を行います。 これにより、 最適なカラー マッ

チングが保証されます。

次の場合に、 色較正を実行します。

• 色出力のズレ ( 変化 ) に気づいた場合

• メディア タイプを変更した場合

• 印刷モードを変更した場合 ( 最も正確なカラー マッチング

が必要な場合のみ )

色目盛りは、 プリンタに接続するプリン ト  サーバーまたは RIP 
の機能です。 詳細については、 RIP に付属のドキュメン ト を参

照して ください。
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サービスの較正 このセクシ ョ ンでは、 次のサービスの較正を実行する方法を説
明します。 最善の結果を得るために、 次の 3 つの較正をすべて、

同じ順序で実行する必要があります。

• ヘッ ド高

• メディア厚さセンサ

• サービス ステーシ ョ ン

ヘッ ド高の較正 1. プラテン全体でロード されているすべてのメディアを削除
します。

2. [ フロン ト  ページ ] から、 [Calibration] ( 較正 )、 [Service 
Calibrations] ( サービスの較正 )、 [Head Height 
Calibration] ( ヘッ ド高の較正 ) を選択します。

プリンタのメニューで、 メディアのロードが解除されて
いることを確認するように求めるプロンプ トが表示され、
その後でレールが上昇します。 次に、 カート リ ッジがプラ

テンの中央に移動します。

3. 以下の図に示すように、 カート リ ッジのサービス ( 左 ) 
側の下にヘッ ド高ゲージを挿入します。

ゲージがランプではな く カート リ ッジの端にあることを確
認します。 ゲージの適切な位置は、 カート リ ッジ ペン プ
レートの端です。 ランプまたはプリン トヘッ ドの下に配置

しないで ください。 プリン トヘッ ドが損傷します。

図 4-6. ヘッ ド高ゲージ
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4. 中央のボタン ([Both Ends] ( 両端 ) ボタン ) を押し、 ゲージ

を引き抜く ことができない位置までレールを下げます。

5. 左端の [slow UP] ( 上昇 ( 低速 )) ボタンまたは [fast Up] 
( 上昇 ( 高速 )) ボタンを押し、 カート リ ッジとプラテン

間の若干の摩擦によりゲージを出し入れできるように
なるまで、 レールを下げます。

6. カート リ ッジのユーザー側の下にゲージを挿入します。
カート リ ッジのいずれかの側の高低が他方の側に一致し
ているかどうかを確認します。

7. 一方の側が低い場合は、 高い方の側を下げ、 低い方の側に
一致するように較正します。

8. プラテンのユーザー エンド にカート リ ッ ジを手動で移動し、

カート リ ッジ両側の目盛りを再確認します。

9. 一方の側が低い場合は、 高い方の側を下げ、 低い方の側に
一致するように較正します。

10. 両側の目盛りを 3 回再確認します。

ユーザー エンドを調整した後、 サービス エンドのヘッ ド

高をわずかに変更します。 両側の目盛りを 3 回再チェ ック

します。 通常は、 両側の目盛りを 3 回再チェ ックすれば十

分です。

図 4-7. ヘッ ド高の較正
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11. [] ( 続行 ) を押し、 較正結果を保存します。

コン ト ロール パネルに、 現在のヘッ ド高を受け入れるかど

うかを尋ねるメ ッセージが表示されます。

12. [] を押し、 較正結果を保存します。

コン ト ロール パネルで、 ヘッ ド高ゲージを取り外し、 プラ

テンですべての障害が除去されていることを確認するよう
に求めるプロンプ トが表示されます。

13. [] ( 続行 ) を押し、 カート リ ッジをホーム ポジシ ョ ンに戻

します。

14. コン ト ロール パネルで、 [] ( 続行 ) を押して較正を完了す

るように求めるプロンプ トが表示されます。

15. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルで、 次にメディアの厚さの較正を実行

するかどうかを尋ねるメ ッセージが表示されます ( 必須 )。

• メディア厚さセンサの較正を実行する場合は、 [] 
を押します その後で、 次のセクシ ョ ン 4-30 ページの

「メディア厚さセンサの較正」 に移動します。
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メディア厚さセンサの較正 1. カート リ ッジ ヘッ ド高を検証し、 必要であればヘッ ド高を

較正します。

2. [ フロン ト  ページ ] から、 [Calibrations] ( 較正 ) > 
[Service Calibrations] ( サービスの較正 ) > [Media 
Thickness Sensor Calibration] ( メディア厚さセンサの

較正 ) を選択します。 

• 以前の較正からこの較正を入力済みである場合は、 この
ステップをスキップし、 次のステップに移動します。

3. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルに、 現在のセンサの読み取り値と最適

な範囲が表示されます。

4. [] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルでは、 メディアがロード されている場

合に、 メディアを取り除く ように求めるプロンプ トが表示
されます。

5. メ ディ アのロード を解除した後に、 [] ( 続行 ) を押します。

プリンタでレールがホーム ポジシ ョ ンまで上昇し、 センサ

がテスト されます。 厚さセンサを調整する必要がある場合は、

コン ト ロール パネルに調整を求めるプロンプ トが表示され

ます。
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6. センサの位置を調整するためには、 レール下にあるセンサ
を固定する両ナッ ト を緩めます。

7. センサを右回りに 1 回転半、 回転して小さな範囲の読み取

りを行うか、 または左回りに回転して大きな範囲でセンサ
の読み取りを行います。

8. メディア厚さセンサを固定する 2 つのナッ ト を締めます。

9. センサの高さテスト を再度実行するために、 [] ( 続行 ) 
を押します ( 手順については、 4-30 ページを参照して く

ださい )。

10. センサが最適な範囲に配置されるまで、 センサの高さの調
整を繰り返します。

11. 4-32 ページの 「サービス ステーシ ョ ンの較正」 の

ようにサービス ステーシ ョ ンを較正するために、

[]( 続行 ) を押します。

図 4-8. メディア厚さセンサ ( 明確さのためにブラシは取り除かれ
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サービス ステーシ
ョ ンの較正

1. [ フロン ト  ページ ] から、 [Calibrations] ( 較正 ) > 
[Service Calibrations] ( サービスの較正 ) > [Service 
Station Calibration] ( サービス ステーシ ョ ンの較正 ) 
を選択します。 

• 以前の較正からこの較正を入力済みである場合は、 この
ステップをスキップし、 次のステップに移動します。

コン ト ロール パネルでは、 メディアがロード されている場

合に、 メディアを取り除く ように求めるプロンプ トが表示
されます。

2. メ ディ アのロード を解除した後に、 [] ( 続行 ) を押します。

プリンタでレールが上昇し、 プラテン中央にカート リ ッジ
が移動し、 サービス ステーシ ョ ンの較正が準備されます。

3. サービス ステーシ ョ ンがプラテンのレベルより低く、

カート リ ッジの移動パスがクリアである場合は、
[Proceed] ( 続行 ) を押してカート リ ッジをホームに送

ります。

コン ト ロール パネルに、 次の画面が表示されます。

図 4-9. サービス ステーシ ョ ンの較正
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4. [Carriage Left] ( カート リ ッジ左 ) および [Carriage Right] 
( カート リ ッジ右 ) キーを押し、 ワイパの中央にカート

リ ッジを配置します。

5. プリン トヘッ ドに対してワイパが接触してわずかにそるよ
うに、 [Service Station Up] ( サービス ステーシ ョ ン上 ) お
よび [Service Station Down] ( サービス ステーシ ョ ン下 ) 
キーを押してサービス ステーシ ョ ンを下げます。

図 4-10. ワイパに対して、 この 2 つのポイン トでカート リ ッジを中央
に配置します。
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6. [Wipers Back] ( ワイパ後 ) キーおよび [Wipers Forward] 
( ワイパ前 ) キーを押し、 プリン トヘッ ドの先端にワイ

パを配置します ( ただし、 接触しないようにします )。

7. サービス ステーシ ョ ンの位置の較正が完了したら、

[] ( 続行 ) を押します。

コン ト ロール パネルに、 現在の位置決め結果を受け入れる

かどうかを尋ねるメ ッセージが表示されます。

• 較正の結果を受け入れて保存する場合は、 [] を押し

ます。

• 位置決め画面に戻るには、 [] を押し、 ステップに戻り

ます。 

較正の結果を保存した場合、 コン ト ロール パネルに確認の

メ ッセージが表示されます。

8. [] を押します。

プリンタでレールが上昇し、 カート リ ッジがホーム ポジ

シ ョ ンに送られます。 [Service Calibrations] ( サービスの較

正 ) メニューが表示されます。

9. [] を 2 回押し、 [ フロン ト  ページ ] 画面に戻ります。

図 4-11. プリン トヘッ ドの先端にワイパを配置 
( カート リ ッジの下から見た図 )
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付録 A

技術仕様
技術仕様 A-1



仕様 • 重量 : 264 kg (581 ポンド )

• 高さ : 145 cm (57.1 インチ )

• 奥行き :

• テーブルを折りたたんだ場合 : 70 cm (27.6 インチ )

• テーブルを持ち上げた場合 : 206 cm (81.1 インチ )

• テーブルを持ち上げ、 スライダ テーブルを延長した

場合 : 325 cm (127.8 インチ )

• テーブルを持ち上げ、 スライダ テーブルを延長した

場合 : 433 cm (170.6 インチ )

• 幅 : 274 cm (108.0 インチ )

• 印刷技術 - 192 ノズルの可変ドロップサイズ圧電電動式

プリン トヘッ ドを搭載する往復式 UV 硬化インクジェ ッ ト  
プリンタ。 自動サービス ステーシ ョ ンは、 オペレータの

介入なしでプリン トヘッ ドの動作を維持します。

• インク  - HP Designjet 788 インク  ( シアン、 マジェンタ、

黄、 黒、 ライ ト  シアン、 およびライ ト  マジェンタ ) が使用

可能です。 1 リ ッ トル密閉貯蔵器と統合インク  フ ィルタお

よびクイック着脱コネクタ。

• メディアの取り扱い - 前後部の統合ローラー テーブルでは、

最大で長さ  244 cm (96 インチ )、 重量 15.9 kg (35 ポンド ) 
の硬質素材がサポート されます。 メディアの厚さおよび
ヘッ ド高の調整用の自動センサ。 3 インチ コアのロール

フ ィード  メディアをサポート します。

• メディアの最大厚さ  - 2.54 cm (1 インチ )

• サポート されるメ ディ ア幅 - 46 ～ 137 cm (18 ～ 54 インチ )。

印刷モード

DPI モデル 高品質 生産 ビルボード

1200x600 H35100 / H35500 24 sf/h (2.25 m2/h) 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h)
H45100 / H45500 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h)

600x600 H35100 / H35500 48 sf/h (4.5 m2/h) 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h)
H45100 / H45500 97 sf/h (9 m2/h) 194 sf/h (18 m2/h) 388 sf/h (36 m2/h)

600x300 H35100 / H35500 適用外 194 sf/h (18 m2/h) 適用外

H45100 / H45500 適用外 388 sf/h (36 m2/h) 適用外
A-2 仕様



• 最大硬質メディア長 - 249 cm (98 インチ )

• 印刷幅 - 柔軟なメディアで左右に 6.35 mm (0.25 インチ ) 
のマージン。 硬質メディアではエッジ - エッジ印刷が可能。

• UV エネルギー ソース - ユーザー交換可能な高エネルギー 
デュアル UV 電球。 ユーザーは、 [ 低 ] (low)、 [ 中 ] 
(medium)、 および [high] ( 高 ) の設定を選択できます。

• 政府機関準拠

• 安全性 : CE、 UL、 c-UL

• 排出 : FCC-A, CE 

• イ ミ ュニテ ィ : CE

• RIP への接続 - 7.6 m (25 フ ィート ) VideoNet ケーブル 
( 付属 )。 最大長 : 100 m。

• 動作条件 - 20°～ 30°C (68°～ 85°F)、 相対湿度 
20 % ～ 80 %、 非結露

• 保管条件 - -34°～ 49°C (-30°～ 120°F)、 相対湿度 
10 % ～ 80 %、 非結露

• 吸引空圧システム ó プリン トヘッ ドで負の相対圧力を維持

し、 パージのための空気圧を提供します。 公称相対吸引力 : 
5.0 インチ H2O。 本プリンタは相対圧力が維持されるので、

システムを調整することな く、 さまざまな標高度で動作で
きます。
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電源 使用電力 : 200 ～ 240 VAC、 50/60 Hz、 16 A ( 最大 )

配電回路の要件 :

• 220 VAC、 20 A、 NEMA L6-20R、 固定壁コンセン ト  
( 北米および日本 )、 または

• 220 VAC、 16 A、 単相、 IEC 60309 壁コンセン ト  ( 欧州 )

北米 : 建物が標準の三相電力の供給を受けている場合、 このプ

リンタでは三相のうちの二相のみを使用することに注意して く
ださい。 これは、 建物の三相電力変圧器に不平衡負荷がかかる
場合があることを意味します。 この不平衡負荷に対して建物で
十分な容量が存在することを電気技師に確認して ください。

吸引 / 空圧システムのオプシ ョ ンの補助電源 :

汎用アダプタ付き 24 ボルト  DC 電源がプリンタに付属します。

プリンタ後面の 24 V ( 直流 ) ジャックから、 次のいずれかに接

続できます。

• UPS - お客様が準備する無停電電源 ( 出力 100 ～ 240 VAC、

50/60 Hz、 最小 15 ワッ ト ) により、 停電時に吸引システム

に対するバッテリ  バックアップ機能を提供します。

• 壁コンセン ト  - 100 ～ 240 VAC (50/60 Hz)。 サービスのため

に本プリンタの電源を切る必要がある場合に、 吸引システ
ムに一時的な電源を提供します。

NEMA L6-20R
固定壁コンセン ト

( 北米 / 日本 )

IEC 60309
壁コンセン ト

( 欧州 )
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補助電源の使用はオプシ ョ ンですが、 プリンタの電源が不意に
切断した場合、 プリン トヘッ ドの吸引処理が停止し、 プリン ト
ヘッ ドからインクが漏れます。 インク喪失量の上限は、 プリン
トヘッ ドにまだ汲み込まれていないインク供給ボックス内の
インク量ではな く、 現在のプリン トヘッ ド内のインク量です。

電源コードの要件 ( プリンタに付属 ):

• 北米 (UL/CSA 承認 )、 長さ 2.5 m (8.2 フ ィート )、 または

• 欧州 ( 共通 )、 長さ  2.5 m (8.2 フ ィート )
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サプライ品と
アクセサリ

サポート されるインクおよびメ ディ アの最新リスト については、
HP または HP 代理店を参照して ください。

本プリンタでは、 純正の HP インクおよびプリン トヘッ ド  フ
ラ ッシュのみを使用して く ださい。 その他のインクまたは洗浄
液を使用した場合、 プリンタが破損する可能性があり、 保証が
取り消されます。

サプライ品およびアクセサリについては、 HP からご購入頂け

ます。 本マニュアルのページ ii ( 著作権ページ ) に記載された

電話番号にお問い合わせく ださい。
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付録 B

ト ラブルシューティング
この付録では、 印刷の問題を予防、 診断する方法、 および HP からのサ

ポート取得に関する情報を示します。

他のソフ トウェア固有のト ラブルシューテ ィングの手順については、
アプリケーシ ョ ン ソフ トウェア ドキュ メン トまたはこのマニュアルの 
iv ページに記載された他のドキュメン ト を参照して ください。

RIP 関連の質問に対する回答については、 付属のドキュメン ト を参照し

て ください。

• ト ラブルシューテ ィング チェ ックリス ト  (B-2 ページ )

• 保証請求 (B-5 ページ )

• 診断 (B-7 ページ )

• Hewlett-Packard 技術サービス (B-8 ページ )
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ト ラブルシューテ ィン
グ チェ ックリス ト

1 章はじめに

このチェ ックリス トのステップに従って、 印刷の問題を切り
分け、 解決します。

1. プリンタの電源はオンですか ?

はい :  質問 2 に移動します。

いいえ : 次のような問題が考えられます。

• 電源ケーブルが電源コンセン トに接続されていない場合
があります。

• プリンタをサージ プロテクターに接続している場合、

サージ プロテクターが電源に接続していないか、 または

スイッチがオフの場合があります。

2. 3-4  ページの「 フロント  ページ」 のよう な [ フロント  
ページ ] 画面で、 コント ロール パネルの起動処理が

終了しましたか ?

はい : 質問 3 に移動します。

いいえ : 次のような問題が考えられます。

• プリンタの内部コンポーネン トにハードウェアの問題が
存在する場合があります。 問題を特定するために、 コン
ト ロール パネルの診断ルーチンに従います。 技術サービ

スにお問い合わせく ださい。

3. RIP からプリンタにファイルを送信できますか ?

はい :  質問 4 に移動します。

いいえ :  次のような問題が考えられます。

• RIP コンピュータとプリンタの間で、 VideoNet ケーブル

がしっかり と接続されていない場合があります。 詳細に
ついては、 サーバーのドキュメン ト を参照して ください。

• VideoNet ケーブルがコンピュータの誤ったポートに接続

されている場合があります。 別のネッ トワーク  アダプタ

ではな く  VideoNet アダプタに接続されていることを確

認します。
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4. クライアン ト  コンピュータからサーバーにドキュ メン ト を

送信 ( 印刷またはダウンロード ) できますか ?

はい :  質問 5 に移動します。

いいえ :  次のような問題が考えられます。

• クライアン トからローカル エリア ネッ トワークへの接

続が適切に設定されていない場合があります。 システム
管理者のサポートを受けて ください。

• コンピュータまたはネッ トワークと、 RIP コンピュータ

間で、 ケーブルが両端でしっかり と接続されていない場
合があります。

• コンピュータが適切に動作していない場合があります。
適切に機能することがわかっているアプリケーシ ョ ンを
実行し、 印刷が行われることを確認して ください。

• コンピュータのポートが適切に動作していない場合があ
ります。 チェ ックのために、 正し く機能することがわ
かっている ( プリン ト  サーバーに接続されていない ) 
別の出力装置に印刷します。

5. 印刷品質は良好ですか ?

はい :  このチェ ックリス トでは、 問題に対応できません。

技術サービスまでお問い合わせください。
いいえ :  次のような問題が考えられます。

• 帯状のノ イズまたは一般的な不良画像品質 - プリント

ヘッ ド の較正が必要な場合があります (4 章、 プリンタ

の較正を参照してく ださい )。 1 つ以上のインクジェ ッ

ト が目詰まり しているか、 発射していない場合がありま
す (2-27  ページの「 ノ ズルの健全性のチェ ッ ク」 を参照

してく ださい )。 メディア送りの再較正が必要な場合が

あります (4-10  ページの 「[Media Feed Calibration] ( メ

ディア フ ィード較正 )」 を参照して ください )。

• 色の不正確さ、 または出力の飽和度の過不足 - プリント  
サーバーまたは RIP で誤った色プロファイルが選択されて

いる場合があります。 詳細については、 プリント  サーバー

または RIP に付属のド キュメ ント を参照してく ださい。
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• 色の不正確さ、 または細部の不足 - 1 つ以上のインク

ジェ ッ トが目詰まり しているか、 発射していない可能性
があります (2-27  ページの「 ノ ズルの健全性のチェ ッ ク」

を参照して ください )。

• メディアの座屈またはメディア フ ィードの問題 - メディ

ア ウィザードで誤ったメディアが選択されている可能性

があります (2-6  ページの 「メディアの設定」 を参照し

て ください )。 メディアが正しい角度でロード されてい

ない場合があります (2-17  ページの 「ロールフ ィード  メ
ディアのロードおよび印刷」 を参照して ください )。

• ヘッ ドの接触 - プリン トヘッ ドがメディアに接触した場

合、 ヘッ ド接触によりインク  ノズルに混入したインクや

その他の異物を放出するために、 コン ト ロール パネルの 
[ フロン ト  ページ ] 画面で [Purge] ( パージ ) ボタンを押

します。 次に、 供給スプールからのメディアの追跡方法
をチェ ックします。 しわや座屈がな く、 メディアの側面
がプリンタの側面と平行であることが必要です。 必要に
応じて、 メディアを再ロード します。 手順については、
2-17  ページの 「ロールフ ィード  メディアのロードおよ

び印刷」 を参照して ください。 また、 メディア ウィザー

ドで、 正しいメディアが選択されているかどうかを
チェ ックします。 (2-6  ページの 「メディアの設定」 を参

照して ください )。
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保証請求 本プリンタは、 プリン トヘッ ドを含めて、 メーカーの制限され
た保証 ( 部品番号 0706278) が適用されます。

本プリンタでは、 目詰まりの発生を回避し、 目詰まり したイン
ク ノズルを回復するためのさまざまな自動 / 手動機能が用意さ

れています。 本保証条件では、 プリント ヘッ ド の異常を「 プリ
ント ヘッ ド の障害」 として分類する前に、 本ユーザー マニュア

ルに記載された保守手順に従う ことを求めています。

障害のあるプリン トヘッ ド とは、 生産モードでの印刷時に発射
せず、 さらに AutoJet または手動ノズル配置ソフ トウェアによ

り回復または代替 ( 「マップ アウト」 ) できない 1 つ以上の個

別ノズルが存在するプリン トヘッ ドです。 生産モードでソフ ト
ウェアにより ノズルをマップ アウトできる場合、 プリン トヘッ

ドは正常に動作しているものとみなされ、 障害が存在するもの
とはみなされません。

上記で定義されたプリン トヘッ ドの障害発生時に、 その障害が
生じた原因および ( または ) 状況を特定する必要があります。

次に、 プリン トヘッ ドの障害が発生する可能性がある原因およ
び ( または ) 状況を示します。 このリス トは、 包括的なものと

はみなされず、 このリストで示されていない原因および ( また

は ) 状況は個別に評価されます。

保証請求のために提出されたすべてのプリン トヘッ ドは、 障害
原因の特定のために不良解析が行われます。 保証の適用性は、
この分析により最終決定されます。

保証請求の詳細については、 技術サービスまでお問い合わせく
ださい ( 連絡先については、 ii ページを参照して ください )。

メーカー保証が適用される原因 :

• 製造上の欠陥 - メディアまたは製造時の欠陥によりプリン ト

ヘッ ドに障害が発生した場合、 その障害にはメーカーの保
証が適用されます。
保証請求 B-5



メーカーの保証が適用されない原因および ( または ) 状況 :

• サード  パーティー製のハードウェアまたはソフ トウェア

• 事故、 不正使用、 乱用 ( ヘッ ドの接触または非承認のサプラ

イの使用に起因する損傷を含みます )、 誤用、 承認された手

順に従わない製品の再配置、 ユーザー マニュアルで定義さ

れたユーザー保守の不履行、 インクまたはインク  システム

の不適切な取り扱いによるインク供給部の汚染によって生
じた損傷。

• ユーザー マニュアルに従って適切に保守されていないプリ

ン トヘッ ド、 および生産印刷モード時に AutoJet により代替

可能なノズルを持つプリン トヘッ ド。

• HP の認可サービス プロバイダ以外により行われたサービス 
( アップグレードおよび拡張を含みます )。

• Hewlett-Packard Company の書面による許可のない製品の

変更。

• シリアル番号が削除されたか損傷しており、 そのために購
入および支払の証拠を提示できない製品。

• 関連するマニュアルおよびドキュ メン ト を含むソフ トウェ
ア (ROM またはその他のハードウェアに組み込まれている

か、 ディスケッ トまたはその他のメディアに含まれている
かを問いません ) の品質、 パフォーマンス、 市場性、 または

特定目的への適合性。
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診断 本プリンタには、 プリンタのハードウェアの問題を解決するた
めに設計された一連の自己診断テストが含まれています。 この
一連のテストでエラーが発生した場合、 次の情報を含むエラー 
メ ッセージが表示されます。

• エラー コード  - 技術サービスによる将来の照会のために、

常にこのコードを書き留めて ください。

• エラーの簡単な説明。

• エラーに対応するための一連のボタン。 場合によっては、
エラーを無視するか、 さらなる診断ルーチンを実行で
きます。 また、 プリンタを再起動することが必要になる
場合もあります。

プリンタの動作中に、 別のクラスのエラー メ ッセージがコン ト

ロール パネルに表示される場合があります。 ノービス モード

では、 プリンタでエラー状態または潜在的なエラー状態が検出
されたときに、[Ready] ( 準備完了 ) 画面または [ フロント  ページ ] 
画面で注意キーが点滅します。 このボタンを押すと、 コン ト
ロール パネルに次のタイプの 1 つ以上のメ ッセージが

表示されます。

• 警告 - 未解決のまま放置した場合、 印刷が標準以下に劣化す

る条件、 または印刷を続行するためにアクシ ョ ンを必要と
する条件が検出されました。 ユーザーによるアクシ ョ ンは
任意選択です。

• アクシ ョ ン - プリンタで、 印刷を中止する原因となったか、

または印刷の開始の妨げとなるエラー状態が検出されました。
プリンタの印刷準備を整えるには、 このエラーを解消する
必要があります。

エキスパート  モードでは、 メニュー オプシ ョ ン [Warnings & 
Actions] ( 警告およびアクシ ョ ン ) により現在のメ ッセージを

表示できます。 手順については、 3-19  ページの 「[Warnings & 
Actions] ( 警告およびアクシ ョ ン )」 を参照して ください。
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